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考
え
て
み
た
。
ま
た
、
式
臼
本
の
「
大
い
さ
・
書
き
様
」
即
ち
、
式
躍
本
の
外
形
酌
特
徴
は
、
従
来
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
な
い
が
、
こ
れ
も
亦
、
式
二
等

　
文
の
研
究
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
調
べ
た
。
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原
本
と
見
徹
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
式
臼
原
本
に
近
い
と
は
云

　
　
　
ま
　
え
　
が
　
き

　
式
事
原
本
と
目
す
べ
き
古
写
本
は
見
当
ら
な
い
。
山
田
孝
雄
博
士

は
平
林
本
（
古
典
保
存
会
複
製
本
）
の
解
説
で
、
鎌
倉
時
代
の
書
写
と

見
ら
れ
る
古
写
本
が
三
本
あ
る
が
一
何
れ
も
紀
年
が
な
い
と
云
わ
れ

た
。
但
、
三
本
と
竜
書
名
を
あ
げ
て
な
い
。
三
上
参
次
博
士
は
菅
本

影
写
本
（
東
大
図
書
館
蔵
）
の
賊
文
で
、
菅
本
は
式
臼
制
定
後
あ
ま
り

距
ら
な
い
時
代
の
書
写
で
最
古
の
写
本
で
あ
る
と
云
わ
れ
た
。
菅
本

に
も
紀
年
は
な
い
。
鎌
倉
時
代
の
古
写
な
る
が
故
に
、
直
ち
に
式
疑

え
る
。
現
存
の
式
目
古
写
本
は
絹
当
あ
る
。
管
見
に
入
っ
た
江
戸
初

期
以
前
の
も
の
の
み
で
も
二
五
本
を
超
え
る
。
此
等
諸
本
を
対
校
す

る
と
、
か
な
り
文
字
の
出
入
り
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
何
れ
か
の
一

本
を
よ
し
と
し
、
画
聖
を
否
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
此
等
諸
…
本

を
対
校
し
て
用
字
を
正
し
、
法
文
の
文
意
の
よ
く
通
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
校
讐
の
作
業
で
あ
る
が
、
若
し
、
一
歩
を
誤
る
と
式
目
の
法

文
を
正
す
こ
と
に
な
ら
ず
、
却
て
、
式
目
法
文
の
制
作
に
陥
る
危
険

が
な
い
と
は
云
え
な
い
。
そ
こ
で
、
已
に
学
界
か
ら
最
善
本
と
認
め
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ら
れ
た
も
の
を
台
本
と
し
て
、
諸
本
と
校
合
し
、
軽
々
し
く
確
定
す

べ
き
で
な
い
。
佐
藤
進
一
氏
は
、
そ
の
「
中
世
法
制
史
料
集
第
一

巻
鎌
倉
幕
府
法
」
　
（
以
下
「
論
法
こ
と
略
す
。
）
に
於
い
て
、
前
田
家

尊
重
黒
本
「
鶴
岡
本
御
成
…
敗
式
目
」
を
台
本
に
採
り
、
式
目
及
び
そ

の
註
釈
書
の
古
写
本
・
古
刊
本
二
一
本
を
用
い
、
厳
密
な
校
合
を
行

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
式
目
原
文
復
元
の
目
的
は
轟
々
達

せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
尚
式
目
条
文
の
文
字
・
文
章
を
確
定
せ

ず
、
こ
れ
に
冠
す
る
に
「
校
本
」
の
二
字
を
以
て
し
、
そ
の
完
成
を

他
日
に
期
せ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
式
目
原
文
の
復
元
の
作
業

の
容
易
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
私
は
三
〇
余
本
の
式
匿
註
釈
書
の
古
写
本
・
古
刊
本
を
調
査
し
た

が
、
そ
の
中
に
は
式
目
本
の
系
統
、
従
っ
て
式
鷺
原
文
の
校
合
に
役

立
つ
記
述
が
紗
か
ら
ず
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
已
に
、
植
木
直
一

　
　
①

郎
博
士
が
［
四
条
賦
物
・
一
八
条
忠
孝
」
を
一
指
標
と
し
、
「
賦
物
・

忠
孝
」
に
作
る
式
目
本
を
武
家
木
と
し
「
財
物
・
志
孝
」
に
作
る
式

目
本
を
公
家
本
（
清
家
本
）
と
せ
ら
れ
た
。
　
佐
藤
進
一
氏
は
「
明
応

富
加
＋
本
」
　
（
前
田
家
本
）
が
「
剛
気
物
・
忠
孝
」
に
作
り
患
な
が
ら
ノ
、
ふ
七
条

を
「
沙
汰
出
来
」
に
作
ら
ず
「
沙
汰
来
」
に
作
る
所
か
ら
、
植
木
博

士
の
云
う
武
家
本
、
即
ち
「
御
物
・
忠
孝
」
本
か
ら
、
　
「
財
物
・
志

孝
」
に
作
る
公
家
本
に
先
行
し
て
、
［
、
沙
汰
嵐
来
」
か
ら
、
沙
汰
来
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
云
わ
れ
た
。

　
式
目
原
文
の
復
元
は
分
業
条
文
の
文
字
を
逐
々
†
校
合
す
る
こ
と
、

即
ち
、
式
冒
内
容
の
確
定
に
あ
る
が
、
　
ま
た
、
　
式
目
本
の
「
書
き

様
・
大
い
さ
」
等
、
所
謂
式
目
本
の
外
形
的
な
相
違
も
亦
、
式
目
本

の
系
統
を
考
え
る
資
料
と
な
る
。
式
目
註
釈
書
で
、
こ
の
点
に
注
意

し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
内
容
、
外
形
の
両
方
面
よ
り
し
て
、
始
め

て
離
業
本
の
系
統
が
、
或
る
程
度
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

式
目
原
本
は
何
本
で
あ
る
か
を
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

①
植
木
直
一
部
『
御
成
敗
式
臨
研
究
』

②
　
佐
藤
進
一
『
鎌
倉
幕
府
訴
訟
制
度
の
研
究
』

隔
式
目
原
本
の
所
在
二
途
禁
舞
．
口
詩
針
鼠

　
貞
永
元
年
八
月
十
日
に
制
定
さ
れ
た
式
目
原
本
は
ど
ん
な
本
か
、

そ
の
保
管
者
は
誰
か
、
こ
の
式
饅
原
本
と
同
位
の
式
目
本
を
所
持
し

た
も
の
は
誰
々
か
、
六
波
羅
に
送
ら
れ
た
式
羅
本
は
ど
う
か
、
地
頭
、

御
家
人
に
布
達
さ
れ
た
式
目
本
は
ど
う
か
と
云
う
こ
と
を
考
え
て
み

よ
う
。

　
式
函
原
本
は
ど
ん
な
形
の
本
か
そ
の
記
載
は
な
い
が
、
少
く
も
巻
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御成敗式臼原文の研究（池内）

首
に
　
「
於
二
先
々
成
敗
事
｝
者
、
　
不
レ
論
昌
理
非
蛎
　
不
レ
能
昌
改
沙
汰
へ

至
二
自
今
已
後
”
者
、
可
レ
守
昌
雪
平
㎜
也
」
の
小
書
は
必
ず
存
し
た
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
吾
妻
鏡
貞
永
元
年
八
月
十
日
条
の
記
述
と
同
意
の

も
の
で
、
新
法
が
捌
定
公
布
せ
ら
れ
る
蒔
に
は
、
必
ず
新
法
以
前
の

法
律
事
象
に
遡
及
し
な
い
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
こ
と
は
法
学
上

　
　
②

の
原
則
で
あ
る
。

　
式
目
原
本
の
保
管
者
は
誰
か
。
羅
山
文
集
六
三
東
鏡
銅
に

禅
僧
義
堂
在
上
鎌
禽
一
時
、
町
野
富
来
、
令
毒
義
気
一
見
ゆ
吾
妻
鏡
か
要
事
在
品

空
華
鍛
工
集
嚇
然
則
蕎
妻
鏡
者
、
町
野
家
之
所
　
読
習
｝
也
、
御
成
敗
式
目
亦

町
野
之
所
昌
伝
擾
二
ぞ
、

と
あ
る
。
盧
雪
本
御
成
敗
式
日
抄
（
以
下
融
抄
と
略
称
）
（
江
藤
正
澄
田

蔵
天
正
二
御
成
数
式
目
抄
同
意
略
之
、
東
大
史
料
影
写
）
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

（
上
略
）
而
八
月
＋
目
臨
監
、
然
契
子
上
爽
、
奏
聞
事
後
、
問
注
所
町
野
力
家
被
・

預
澱
一
云
々
、
其
以
盾
至
＝
予
今
一
式
睡
之
纂
者
、
可
レ
在
昌
町
野
力
家
｝
云
々
、

と
あ
る
。
是
は
、
幕
府
の
公
私
文
書
・
雑
務
文
書
が
康
信
の
名
越
邸

　
　
　
　
　
　
③

に
保
管
さ
れ
た
こ
と
と
共
に
式
目
原
本
は
問
注
所
執
事
町
野
家
に
保

管
さ
れ
た
と
信
じ
て
よ
い
。

　
こ
れ
が
即
ち
、
問
注
所
証
本
、
ま
た
は
、
町
野
家
本
と
云
わ
れ
る

式
律
調
で
あ
る
。
こ
の
悶
注
所
証
本
の
伝
襲
に
つ
い
て
は
別
項
で
述

べ
る
C

①
　
著
妻
事
貞
永
元
年
八
月
十
二
条
、
・
今
日
以
後
、
訴
論
是
非
、
固
守
晶
此

　
法
一
可
レ
被
二
裁
許
一
之
由
被
レ
定
云
々
、

②
吾
妻
鏡
仁
治
二
年
六
月
廿
八
田
条
、
有
昌
臨
時
評
議
↓
故
佐
貫
八
郎
時

　
綱
養
子
太
郎
時
信
訴
申
後
家
藤
原
氏
改
嫁
之
由
事
、
今
日
被
レ
経
昌
沙
汰
嚇

　
式
目
以
前
改
嫁
之
間
、
不
レ
及
晶
罪
科
↓
傍
於
本
失
遺
領
上
野
国
赤
岩
郷
毒

　
可
レ
令
晶
後
家
領
掌
一
云
々
、

　
養
予
蒔
信
は
式
臣
二
四
条
を
引
く
、

③
吾
妻
鏡
承
元
二
年
正
月
十
大
日
条
、
問
註
所
入
道
名
越
家
焼
亡
、
而
於

　
破
家
後
面
之
山
際
構
文
庫
、
将
軍
家
御
交
籍
、
雑
務
文
書
丼
散
位
倫
兼
欝

　
詑
巴
下
累
代
交
書
等
納
催
之
処
、
悉
以
為
灰
縢
、
善
信
聞
之
、
愁
歎
之
除

　
落
涙
数
行
、
心
神
為
稠
然
、
傍
人
訪
之
云
々
、

　
町
野
略
系
園
（
太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
五
九
六
一
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
政
康

u
玩
旧
ヒ

右
湧
一

審
鱗
撫
薫
蒸
有

一
康
連
ー
ー
－
康
宗
i
信
連
一
再
連

　
太
珊
昆
部
大
夫

一
行
倫
一
倫
重
一
倫
長

　
　
　
　
　
矢
野
対
馬
守

　
泰
時
は
貞
永
元
年
八
月
八
日
式
欝
謄
本
を
六
波
羅
在
勤
の
重
時
に

送
っ
た
。
　
こ
れ
を
六
波
羅
腓
太
丁
と
名
一
付
け
て
お
く
。
六
波
羅
本
は
町
．
野

家
保
管
の
式
欝
原
本
と
周
位
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
六
波
羅
本
は
謄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

写
せ
ら
れ
て
、
畿
内
・
西
国
の
地
頭
・
御
家
人
に
布
達
さ
れ
た
。
東
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圏
∵
北
陸
等
の
地
頭
・
御
家
人
に
布
達
さ
れ
た
式
臼
本
に
つ
い
て
は

明
ら
か
な
記
載
は
な
い
が
、
こ
れ
も
亦
、
問
注
所
証
本
の
謄
本
な
る

こ
と
、
殆
ん
ど
疑
い
を
容
れ
な
い
。

①
八
月
八
揃
付
仮
名
消
息

　
更
に
、
起
請
文
に
署
判
せ
る
二
二
人
も
、
同
じ
く
式
闘
原
本
よ
り

謄
写
し
た
式
冒
本
を
所
持
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
註
釈
書
に
は
奉
行

家
に
も
所
伝
の
式
目
本
が
あ
る
と
云
う
が
、
こ
れ
も
亦
、
問
注
所
証

本
の
謄
本
で
あ
っ
た
と
思
う
。
此
等
を
一
括
し
て
奉
行
家
本
と
名
付

け
て
暫
く
。
こ
の
奉
行
家
本
の
伝
襲
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
式
賛
本
に

つ
い
て
も
善
後
に
述
べ
る
。

　
筆
写
を
唯
一
の
伝
本
の
手
段
と
せ
る
時
代
に
於
い
て
、
如
何
に
忠

実
に
転
写
さ
れ
た
と
し
て
も
、
同
音
異
義
の
字
、
草
体
の
近
似
、
観

字
の
用
い
方
等
か
ら
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
と
云

う
べ
き
で
あ
る
。

　
U
以
し
ょ
、
　
閣
門
注
論
陣
舐
本
（
町
野
家
本
）
山
ハ
波
川
維
大
丁
、
　
奉
－
行
家
本
は
［
潮

位
の
式
目
本
で
、
御
家
人
・
地
頭
・
守
護
所
に
布
達
さ
れ
た
式
目
本

は
同
系
の
転
写
本
で
、
最
も
親
近
性
の
あ
る
式
目
本
と
云
え
る
。

　
六
波
羅
本
以
下
、
私
が
一
括
し
て
云
う
奉
行
家
伝
襲
の
式
目
本
の

悉
く
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
は
、
史
料
が
不
充
分
で
出
来
な
い
が
、

斎
藤
…
家
本
、
佐
々
木
家
本
に
つ
い
て
は
稽
に
史
料
が
あ
る
か
ら
、
次

に
こ
れ
を
述
べ
る
。

イ
　
斎
藤
家
　
本

　
斎
藤
家
に
式
匿
原
本
と
同
位
の
式
濤
本
が
存
し
た
と
す
る
の
は
、

浄
円
（
俗
名
長
定
）
が
面
上
起
草
者
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
、
起
請
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
起
草
者
で
あ
り
、
相
当
期
間
幕
政
に
関
与
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

必
ず
や
式
目
本
を
所
持
し
た
で
あ
ろ
う
。
品
薄
裏
書
（
園
路
交
庫
本
三

浦
周
行
博
士
旧
蔵
本
）
．
は
斎
藤
家
畜
臼
本
の
面
漏
を
伝
え
る
。
現
存
の

唯
浄
裏
書
は
端
書
と
一
九
条
ま
で
を
闘
ぎ
、
起
請
文
も
末
尾
の
数
字

と
月
日
し
か
判
ら
な
い
。
　
唯
浄
裏
書
と
岩
崎
本
式
目
（
平
家
｝
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

鶴
岡
本
と
は
親
近
性
あ
る
こ
と
佐
藤
進
一
氏
の
「
中
法
一
」
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
明
ら
か
で
あ
る
。
猶
、
後
薬
の
表
を
参
看
さ
れ
た
い
。
明
応
七
年

本
（
前
田
家
塞
）
に
は
斎
藤
家
本
に
よ
っ
て
校
合
せ
ら
れ
た
所
が
あ

る
。
左
に
示
せ
ば
、

式
㎏
　
難
帯
彼
状
不
及
叙
用
⑳
　
（
申
法
一
副
本
御
成
敗
式
目
に
擦
る
）

　
．
ノ「

用
」
字
下
の
「
④
」
印
は
明
応
七
年
本
は
「
也
」
字
で
あ
る
が
、

「
減
し
字
に
註
し
て
「
砂
船
蝋
口
遊
鮒
蝦
也
」
と
あ
る
。
即
ち
、
「
o
」

印
は
斎
藤
家
本
ぼ
「
焉
」
字
、
浩
家
本
は
「
也
」
字
で
あ
る
。
明
応

七
年
本
は
「
黒
物
・
忠
孝
官
本
で
あ
る
か
ら
、
清
家
本
で
は
な
い
が
、
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置
字
が
「
也
」
字
で
あ
る
か
ら
、
此
点
浩
家
本
と
親
近
関
係
が
あ
る
。

世
尊
寺
本
・
明
応
五
年
本
・
元
亀
本
・
類
従
板
本
の
蔵
字
は
「
契
」

字
で
あ
る
か
ら
、
斎
藤
家
本
・
清
家
本
と
も
異
る
。

　
起
講
文
連
署
者
「
左
衛
門
小
尉
藤
原
基
綱
」
（
中
法
｝
）
に
、
明
応

七
年
本
は
右
肩
に
註
し
て
「
後
藤
大
夫
判
官
」
と
あ
り
、
更
に
、
こ

れ
に
「
左
備
…
門
少
尉
云
々
斎
藤
越
前
入
道
玄
監
本
在
之
又
朝
臣
有

之
」
と
傍
註
す
る
。
こ
の
斎
藤
越
前
入
道
玄
茂
は
室
時
幕
府
の
奉
行

⑤で
あ
る
。
此
等
は
僅
か
な
例
証
で
は
あ
る
が
、
斎
藤
家
に
は
取
上
の

式
目
本
が
あ
り
、
そ
の
転
写
の
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

①
中
法
一
、
七
二
条
（
九
四
頁
）
七
三
（
九
猟
頁
）
九
三
・
九
四
（
一
〇

　
鶯
一
頁
）
二
三
六
　
（
一
五
四
撚
只
）

②
　
尊
卑
分
脈
四
斎
藤
系
図
に
基
茂
藤
内
兵
衛
入
道
内
舎
人
右
兵
衛
唯
浄
と

　
あ
る
。
近
衛
家
領
丹
波
圏
宮
田
庄
丈
遵
正
安
二
年
四
月
門
岡
庄
雑
掌
円
詮

　
庭
中
断
状
に
四
番
引
付
開
閾
斎
藤
基
任
が
指
名
せ
る
奉
肴
叔
父
斎
藤
内
新

　
丘
ハ
加
佃
入
道
唯
浄
を
忌
避
せ
る
旨
が
あ
る
。

③
中
法
一
、
四
一
ご
1
四
二
闘
頁

④
　
　
本
稿
…
六
瓶
少
齎

⑤
中
法
二
、
一
三
九
条
（
二
四
七
頁
）
三
二
二
（
二
七
九
一
二
八
○
頁
）

目
　
佐
々
木
家
本

　
葛
野
山
大
学
図
書
館
本
式
目
（
持
明
院
寄
臨
本
、
以
下
高
本
と
略
称
）

は
、
薩
抄
系
統
の
別
本
で
、
式
閤
の
註
駅
の
部
の
み
を
存
し
、
追
加

の
部
が
な
い
。
こ
れ
に
、
佐
々
木
殿
ノ
本
」
な
る
も
の
を
引
い
て
校

註
し
て
い
る
。
騰
馬
の
「
書
き
様
」
に
「
佐
た
木
殿
ノ
本
」
を
引
用

す
る
註
釈
書
に
薦
抄
・
京
大
本
「
御
成
敗
式
繕
私
」
等
が
あ
る
。
「
佐

々
木
殿
ノ
本
」
の
完
本
は
伝
ら
な
い
が
、
そ
の
片
鱗
を
示
す
記
載
が

高
本
に
あ
る
。
即
ち
、

拶
…
条
不
可
翼
過
零
種
懸
盤
濃
墨
、
但
行
程
蓬
箒

　
　
　
難
通
…
…
（
中
法
一
）

「
難
i
也
」
の
九
字
、
高
本
に
は
「
異
本
二
難
不
同
道
依
令
同
心
也
、

佐
々
木
殿
ノ
本
二
有
之
」
と
あ
る
。
こ
の
九
字
の
あ
る
の
は
鶴
岡
本
・

閣
木
温
故
篁
旧
蔵
本
（
以
下
閣
本
と
略
称
）
で
あ
る
。
続
々
類
本
は
こ

の
九
字
を
閣
本
に
拠
っ
て
補
入
し
て
あ
る
。
薫
抄
・
達
蔵
臨
本
（
以

下
京
本
と
略
称
）
・
敦
賀
屋
版
武
目
注
（
以
下
敦
注
と
略
称
）
に
は
こ
の

九
字
無
、
こ
の
点
よ
り
見
て
高
太
・
と
鶴
岡
本
・
閣
本
は
親
近
性
が
あ

る
と
云
え
る
。

　
一
八
雰
｛
法
家
之
倫
　
　
　

（
中
法
一
）

「
之
」
字
、
藤
抄
・
京
本
・
完
工
無
、
高
本
有
、

父
母
宜
任
進
退
之
意
⑳
　
　
　
　
（
中
法
一
）

「
之
」
字
、
高
本
無
、
藤
抄
・
京
本
・
元
亀
本
郷
無
。
　
「
意
」
字
下

の
「
⑭
」
印
は
高
本
は
「
也
」
字
、
麓
抄
「
也
」
字
無
、
天
正
十
年
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本
「
也
し
字
有
、

　
一
九
　
称
和
与
二
物
紺
艶
本
主
④
子
孫
之
条
　
　
　
　
　
（
中
法
一
）

「
之
」
字
、
　
薩
抄
・
京
本
・
敦
注
無
、
　
高
本
有
、
　
「
主
」
字
下
の

「
O
」
印
に
運
長
野
・
藤
貞
幹
旧
蔵
本
（
以
下
藤
下
本
と
略
称
）
京

本
・
高
本
は
「
之
」
字
有
、

　
平
鯖
　
付
継
母
三
管
世
羅
依
庶
子
之
鍾
愛
　
　
　
　
　
（
申
法
一
）

「
付
偏
宇
、
京
本
・
「
就
〕
字
に
作
る
。
　
「
母
」
字
下
の
「
之
」
字
、

薦
抄
・
京
本
・
敦
注
無
、
「
子
」
字
下
の
「
雄
篇
字
、
薦
抄
・
京
本
無
、

高
本
有
。

　
露
一
　
可
被
収
公
所
領
三
分
一
無
所
帯
者
　
　
　
　
　
（
中
法
一
）

「
帯
」
字
、
麓
抄
・
京
本
は
「
領
」
字
に
作
る
。

　
三
四
　
…
…
遠
流
0
女
之
所
領
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
法
一
）

「
流
」
字
下
の
「
㊥
」
印
に
瀧
抄
・
高
本
・
京
本
「
也
」
字
あ
り
。

「
之
」
字
、
高
本
・
京
本
無
、

　
四
七
　
以
不
知
行
所
領
●
文
書
寄
附
他
人
菓
　
付
紙
名
主
職
不
触
本
所
寄
進

　
　
　
権
門
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
法
一
）

「
付
…
…
事
」
の
一
四
字
、
高
本
に
「
小
書
二
書
本
、
佐
々
木
殿
ノ

．
本
如
此
」
と
あ
る
。

囎
三
筆
霜
向
訴
人
井
磨
　
　
（
母
法
こ

京
本
「
縁
」
字
左
肩
に
「
其
イ
」
と
註
記
・
「
者
」
字
、
京
本
は
「
坐
」

字
に
作
る
。
高
本
は
「
者
」
字
「
佐
々
木
本
．
ス
者
也
」
と
傍
註
す
る
。

者
条
々
子
細
如
此
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
法
一
）

「
干
し
字
以
下
七
字
高
本
無
、
「
者
条
々
子
細
如
此
」
は
高
本
は
「
イ

本
」
と
註
し
、
　
「
佐
々
木
殿
ノ
本
ニ
モ
無
謀
」
と
あ
り
。

　
右
の
諸
項
で
、
佐
々
木
本
式
B
の
存
在
が
推
知
せ
ら
れ
る
。
佐
々

　
　
　
　
　
　
　
①

木
氏
は
町
民
堂
系
図
に
よ
れ
ば
、
行
光
の
子
行
盛
は
起
請
文
避
暑
者

「
行
然
偏
で
、
行
光
の
弟
、
行
村
は
同
じ
く
起
講
文
連
署
者
「
行

西
」
で
あ
る
。

①
　
獄
歯
固
「
行
光
僧
濃
雨
男
従
五
許
盛
灘
蝿
蟹
士
繍

行
政
難
聴
「
三
三
麟
罐
一
意
擁
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
隣
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
）

　
岩
崎
本
式
目
（
以
下
岩
本
と
略
称
）
端
書
（
閣
本
亦
臆
意
）
に
よ
れ
ば
、

北
条
高
時
滅
亡
の
時
、
奉
行
家
の
一
人
が
式
目
本
を
佐
々
木
氏
に
伝

え
、
爾
来
、
佐
々
木
耳
が
式
陰
の
こ
と
を
掌
る
と
云
い
、
　
ま
た
、

「
沙
弥
行
西
」
に
註
し
て
「
隠
妓
入
道
佐
々
木
五
郎
之
孫
也
、
此
子

孫
出
雲
ニ
ア
リ
、
又
江
州
甲
賀
大
佐
治
ト
云
所
ア
リ
」
「
と
あ
る
。
佐

々
木
氏
が
行
然
，
・
行
西
の
後
蕎
で
あ
る
か
ら
、
佐
々
木
氏
伝
襲
の
式

矯
本
は
町
野
家
保
管
の
式
冒
原
本
と
同
位
の
式
得
本
で
あ
っ
た
。
京
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大
本
「
御
成
敗
式
召
私
」
に
式
手
本
の
「
書
ぎ
様
」
を
説
明
す
る
の

に
、
佐
々
木
本
の
み
を
挙
げ
る
。
櫨
抄
は
町
野
本
と
佐
六
木
本
を
比

較
し
て
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
佐
女
木
本
と
町

野
本
と
は
同
位
の
式
目
本
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。

　
閣
本
に
は
高
時
滅
亡
の
時
、
町
野
家
保
管
の
式
目
原
本
（
証
本
）

が
佐
々
木
氏
に
伝
わ
っ
た
と
あ
る
。
室
町
幕
府
が
式
目
を
根
本
法
典

と
し
た
と
云
う
の
は
、
流
布
本
を
以
て
根
本
法
典
と
し
た
と
云
う
の

で
は
な
い
。
町
野
家
保
管
の
式
目
原
本
を
得
て
、
こ
れ
を
基
本
法
と

し
た
こ
と
を
云
う
の
で
あ
る
。

　
式
目
は
そ
の
施
行
範
囲
を
武
家
の
管
轄
下
に
限
り
、
厳
に
朝
廷
の

管
轄
下
に
及
ぶ
こ
と
を
黒
し
め
た
こ
と
は
式
目
条
文
、
追
加
法
令
、

仮
名
消
息
等
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
武
家
の
裁
判
の
公
正
迅
速
な
る

は
公
家
・
寺
社
の
信
頼
す
る
所
と
な
り
、
幕
府
の
裁
判
を
仰
が
ん
と

す
る
者
が
出
た
。
ま
た
、
御
家
人
と
の
繋
争
畜
件
に
対
処
す
る
た
め

に
も
公
家
側
に
於
い
て
竜
式
蹟
に
通
暁
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、

公
家
側
で
も
式
旨
の
転
写
を
試
み
る
老
が
相
次
い
で
現
わ
れ
た
。
此
亀

等
の
転
写
本
の
中
に
は
問
注
所
の
式
貝
原
本
の
懸
…
本
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
或
は
巳
に
御
家
人
が
写
し
持
つ
式
目
本
を
再
転
写
し
た
も
の

も
あ
っ
た
と
思
う
。
等
し
て
、
式
閉
が
現
行
法
と
し
て
の
効
力
を
失

い
、
「
読
み
書
き
」
の
「
お
手
本
」
と
な
っ
て
い
よ
い
よ
転
写
が
盛
ん

に
な
っ
た
と
思
う
。
か
く
、
転
写
が
重
ね
ら
れ
る
問
に
問
音
異
義
の

字
の
書
き
違
い
、
草
体
の
近
似
、
遣
字
の
取
り
方
等
で
差
異
が
生
じ

た
。
こ
れ
は
清
塚
本
の
意
識
的
な
改
変
と
は
意
味
が
違
う
。

二
　
問
注
所
証
本
　
問
注
所
執
事
町
野
家
保
管
本
町
野
家
本

　
天
花
二
二

　
御
成
敗
式
ロ
抄
（
櫨
抄
同
意
略
叙
）
に

去
程
二
式
条
ノ
事
ハ
町
野
ヵ
家
二
可
有
之
、
其
後
所
望
ノ
人
ハ
町
野
ヵ
所
ヨ
リ
相

伝
之
、

と
あ
る
。
町
野
家
保
管
の
問
注
所
証
本
が
、
式
醤
本
の
原
典
で
あ
る

か
ら
、
式
目
本
を
必
要
と
す
る
老
は
、
そ
の
転
写
を
請
う
た
の
で
あ

る
。
理
非
本
を
必
要
と
す
る
も
の
は
非
写
象
人
や
凡
下
ノ
輩
で
は
な

い
。
幕
政
に
与
り
、
執
務
上
必
ず
所
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
御
家
人
で
あ

っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
中
に
は
直
接
町
野
家
に
請
わ
ず
し
て
、
巳

に
謄
写
さ
れ
た
町
野
家
保
管
の
問
注
所
証
本
の
謄
本
を
再
転
写
し
た

も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
問
注
所
証
本
に
基
く
も
の
で
も

転
写
が
繰
返
さ
れ
る
間
に
自
ら
小
異
が
生
ず
る
。
何
れ
に
し
て
も
、

こ
の
問
注
所
証
本
に
淵
源
す
る
式
目
本
が
式
雷
本
の
本
筋
で
あ
る
。

　
式
目
の
「
書
き
様
」
は
奉
行
癒
に
き
ま
っ
た
屯
の
が
あ
っ
た
。
そ
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れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
、
問
注
蕨
証
本
が
そ
の
基
準
に
な
っ

て
い
た
。
問
注
所
証
本
の
完
本
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
片
鱗
は
諸

書
で
窺
え
る
し
、
そ
の
謄
本
と
思
わ
れ
る
系
統
本
は
あ
る
。
こ
れ
ら

か
ら
考
え
て
、
問
注
所
証
本
に
は
、
少
く
も
「
於
先
々
成
敗
事
者
、
，

不
論
理
葬
、
不
能
改
沙
汰
、
至
自
今
已
後
者
、
可
守
此
状
也
」
　
（
以

下
小
潜
と
略
称
）
の
小
書
を
存
し
、
四
条
は
「
触
物
」
一
八
条
は
「
忠

孝
」
で
あ
り
、
起
請
文
は
後
尾
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
立

証
す
る
も
の
に
，
問
注
所
の
見
解
を
伝
え
た
硯
蓋
璽
隅
聞
書
、
池
辺
本

御
成
敗
式
目
注
（
以
下
池
辺
本
と
略
称
）
が
あ
る
。
但
、
　
「
小
書
」
に

つ
い
て
は
硯
蓋
書
聞
書
は
そ
の
存
在
を
云
う
も
、
池
辺
本
に
は
何
等

の
記
述
竜
な
い
。
岩
本
端
書
（
藤
貞
幹
旧
蔵
本
岡
意
略
之
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
潔
脱
力
）

式
ロ
ノ
下
二
重
先
々
成
敗
・
、
不
論
理
非
、
不
及
改
沙
汰
、
至
自
今
巳
後
者
、

　
　
　
（
也
脱
力
）

可
守
翼
状
。
ト
云
小
書
ハ
有
モ
ァ
ジ
、
又
無
モ
ァ
リ
、
安
保
殿
鶴
岡
ノ
八
幡
ノ

別
当
ヨ
ゾ
カ
ラ
レ
タ
リ
シ
本
ニ
ハ
此
小
漁
悶
ア
リ

と
あ
る
。
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
豊
本
は
、
次
に
述
べ
る
如
く
、
町
野
家
保

管
の
式
厨
原
本
の
謄
写
本
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
小
書
」
は
式
霞
原

本
に
存
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
と
す
べ
き
で
、
式
闘
原
本
に

「
小
鍛
厩
の
あ
っ
た
傍
証
に
な
る
。
然
る
に
、
古
写
本
で
こ
の
「
小

書
」
を
闘
ぐ
も
の
が
謂
心
あ
る
。
こ
の
「
小
書
」
の
無
い
古
写
本
は

式
翼
原
本
の
系
統
本
と
し
て
は
瑳
と
云
え
る
が
、
そ
う
か
と
云
っ
て

遽
か
に
式
藏
原
本
系
統
本
で
な
い
と
断
言
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

已
に
、
式
H
が
現
行
法
と
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
年
久
し
く
、
特
に
、

法
の
不
遡
及
を
云
う
必
要
の
無
く
な
っ
た
時
代
の
筆
写
か
、
然
ら
ず

ん
ば
、
式
装
本
を
使
用
す
る
緊
的
が
政
務
に
関
係
な
く
、
「
読
み
書

き
」
の
お
手
本
と
な
っ
た
時
代
の
筆
写
か
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
こ
の

「
小
書
」
の
有
無
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
、
式
目
本
の
系
統
を
云
々
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
α
　
「
小
書
」
は
式
目
施
行
の
た
め
の
施
行
規
剛

で
あ
る
か
ら
、
式
図
本
の
系
統
を
論
ず
る
場
合
に
は
、
式
目
と
同
一

に
扱
わ
な
く
て
よ
い
。
須
ら
く
、
式
目
条
文
の
用
字
・
用
語
そ
の
も

の
に
注
意
す
る
こ
と
が
、
よ
り
重
要
で
あ
る
。
而
し
て
、
古
写
本
を

逐
字
的
に
校
合
し
て
、
そ
の
親
近
性
を
決
め
る
に
当
っ
て
は
、
さ
き

に
挙
げ
た
「
鍼
物
・
忠
孝
」
に
作
る
古
写
本
は
一
応
闘
注
所
証
本
を

承
け
た
古
写
本
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
温
し
て
、
「
財
物
・
志
孝
」
に
作
る
式
欝
本
は
全
然
問
注
所
証
本
と

無
関
係
と
断
定
す
る
こ
と
も
撮
来
な
い
。
こ
の
こ
と
は
後
に
述
べ
る
。

ま
た
、
佐
藤
進
一
氏
が
「
中
法
ご
解
説
に
於
い
て
、
鶴
岡
本
を
台

本
に
し
て
「
鍼
、
物
・
忠
孝
篇
以
外
の
七
〇
項
（
実
数
ば
｛
六
が
二
つ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

あ
る
か
ら
七
一
項
）
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
自
警
写
太
丁
・
」
百
刊
本
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郷成敗式唐原文の研究（池内）

と
対
校
す
れ
ば
諸
本
の
親
近
関
係
が
一
層
明
ら
か
に
な
る
と
し
、
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

本
の
親
近
闘
係
を
概
…
説
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
私
の
調
査
も

亦
後
に
述
べ
る
。

　
①
4
3
法
一
、
四
ニ
ニ
i
四
二
四
頁

　
②
　
本
稿
五
参
薫

　
問
注
所
証
本
の
存
在
を
示
す
と

詳
謀
書
罪
科
・
事
・
（
中
法
一
、
校
本
御
成
母
式
爾
に
拠
る
）

「
嘉
」
字
下
の
「
穆
」
印
は
運
長
本
に
よ
れ
ば
「
問
注
本
。
在
之
、
付

以
漏
論
人
所
帯
証
文
一
称
篇
謀
書
一
也
」
の
・
一
二
字
が
あ
る
。
こ
の
一
二

字
を
、
明
応
五
年
本
に
は
「
付
以
二
実
音
一
称
嘉
謀
書
曽
脚
薯
」
の
八
字
に

作
る
。
ま
た
、
類
従
板
本
は
「
付
以
漏
論
人
所
帯
証
文
柵
称
謀
書
事
」

で
、
問
注
本
と
同
じ
で
あ
る
。
類
従
板
本
は
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、

応
永
四
年
書
写
本
を
底
本
と
し
、
大
永
・
享
禄
両
刊
本
井
に
大
乗
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

宮
尊
円
法
親
王
真
翰
模
写
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
欄
中
世
の
窓
』
益
田
宗
氏
の
「
中
法
一
」
書
評
に
類
従
板
本
を
批
判
せ

　
る
こ
と
は
必
ず
し
も
当
ら
な
い
。
問
注
所
本
、
明
応
五
年
本
、
類
従
板
本

　
と
関
連
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

三
一
　
向
今
以
後
構
㊨
不
実
企
濫
訴
者
可
被
収
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
贋
力
）

「
構
」
字
、
岩
本
に
は
「
構
ハ
或
称
二
作
、
又
問
注
書
弐
作
掠
」
と

註
す
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
問
注
所
証
本
・
明
応
五
年
本
・
類

従
板
本
は
関
連
が
あ
る
と
云
え
る
。

三
　
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
職
本

　
藏
抄
端
書
に

　
先
代
町
野
家
ヨ
リ
鶴
澗
八
幡
宮
胴
当
職
エ
預
鍛
ル
也

と
あ
る
。
こ
の
丈
章
を
交
面
通
り
に
と
る
と
、
先
代
即
ち
鎌
倉
時
代

に
町
野
家
が
保
管
す
る
式
臼
原
本
（
問
注
所
美
本
）
を
鶴
岡
八
幡
宮

別
当
職
に
預
け
た
こ
と
に
な
る
が
、
事
実
は
そ
う
で
な
く
て
、
町
野

家
が
そ
の
保
管
す
る
式
臼
原
本
を
謄
写
し
、
そ
の
謄
本
を
鶴
岡
八
幡

宮
別
当
職
に
献
納
し
た
と
す
る
の
が
よ
い
。
こ
れ
を
「
鶴
岡
八
幡
宮

別
当
職
本
」
と
名
付
け
る
。
こ
の
本
は
運
串
本
起
請
文
連
署
者
上
欄

「
書
き
入
れ
」
に

校
本
八
幡
宮
寺
別
当
御
坊
不
レ
嵐
秘
本
也
、
依
二
不
慮
高
運
一
校
正
古
謡
、

と
あ
る
本
と
同
一
本
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
運
長
本
の
台
本
は
こ
の
宮

寺
御
坊
不
出
秘
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
か
ら
、
呼
野
本
は
こ
れ
を
墨

Oで
「
イ
本
・
イ
莞
」
等
と
註
し
て
い
る
。
こ
の
「
イ
本
」
を
7
甲
法

一
」
に
対
校
す
れ
ば
、
宮
寺
別
当
御
坊
不
繊
秘
本
の
片
鱗
を
窺
う
こ

と
が
戯
来
る
。

①
運
長
本
に
は
、
朱
墨
両
様
の
校
異
が
あ
る
。
墨
の
校
異
は
運
二
本
が
転

　
写
さ
れ
た
臨
、
a
に
存
し
た
の
で
運
長
本
の
考
慮
が
燈
で
し
た
。
運
巽
本
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嫁
B
に
転
囁
写
本
で
あ
る
。
朱
は
運
長
本
を
他
本
と
購
校
し
た
人
が
茄
・
凡
た

　
も
の
で
あ
る
ゆ

　
運
長
本
の
墨
の
「
イ
本
」
で
、
別
当
職
本
（
宮
寺
別
当
御
坊
不
二
秘

本
）
が
復
元
出
来
る
。
従
っ
て
、
そ
の
祖
本
た
る
問
注
所
証
本
を
類

推
す
る
こ
と
が
訂
能
に
な
る
。
運
艮
本
に
は
次
の
五
通
り
の
校
合
が

あ
る
。

　
一
　
墨
で
「
イ
・
イ
惜
し
と
註
す
る
も
の
（
青
本
に
拠
る
）

七五糊三三式
　　　昌

八
騨事工二一一
煕露四一八三

五
〇

充
課
公
事
於
庄
保
　
　
邦
イ

猶
以
違
犯
者
可
被
処
罪
科
灸

歪
干
過
分
　
　
イ
莞

称
先
組
本
領
於
蒙
載
許
　
裁
イ
左
鋼
に

載
所
帯
之
証
文
又
　
イ
莞
溺
暢

右
当
知
行
之
後
無
共
沙
汰
過
廿
ヶ
年
者

掠
給
御
下
文
之
輩
　
　
イ
元

可
被
処
流
罪
　
　
イ
莞

髪
法
之
倫
　
　
家
イ

構
不
実
企
濫
訴
可
被
収
公
　
　
渚
イ

密
懐
他
人
妻
　
　
蜜
イ

の
二
掌
イ
轍
肉
離
悪
馬
喋

禺
向
其
庭
．
不
及
罪
過
　
科
イ

　　と保
　　しは
イ　tc「
　　1司ホ
　　．音ウ

　　異し
　　渡と
　　の続
　　一宇む

　　　、の

　　譲で
　　写邦

凝
也
と
苧
（
嗣
音
異
簸
宇
課
写
）

イ
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
音
異
義
の
字
、
誤
写
）

不
被
叙
用
兼
日
競
望
之
但
被
益
國
所
之
后
者
非
制
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
応
五
年
本

但
i
歎

明
応
翠
本
は
「
昼
と
履
類
震
奮
・
痢
麟
艘
誰
購

「
⑫
」
印
の
文
字
を
「
イ
」
宇
に
改
め
、
ま
た
は
、
削
れ
ば
、
別
当
、

職
本
（
宮
寺
鋤
当
御
坊
不
出
秘
本
）
の
式
鼠
文
が
復
一
7
5
さ
れ
る
。
　
別
当

職
本
が
忠
実
に
問
注
所
証
本
を
謄
写
さ
れ
た
本
と
仮
定
す
れ
ば
、
問

注
所
証
本
も
亦
復
元
さ
れ
る
。
但
、
「
保
」
を
「
聖
油
に
、
「
密
」
を

「
蜜
」
に
作
る
は
同
音
異
義
の
字
の
誤
写
で
あ
る
。
四
四
の
「
但
一

難
イ
」
の
一
一
字
は
明
応
五
年
本
、
類
従
板
本
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、

別
当
職
本
・
問
注
所
証
本
・
明
応
五
年
本
・
類
本
は
関
連
性
が
あ
る

と
云
え
る
。

　
二
　
墨
で
字
面
を
消
し
、
　
「
イ
」
と
註
す
る
か
、
鑛
で
字
面
を
濾

し
字
を
改
め
る
も
「
イ
」
と
註
し
て
な
い
か
、
或
は
消
し
た
ま
ま
に

し
て
あ
る
か
、

　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藍

起四
講三八七六匹

宜
令
蒙
裁
許
　
　
一

国
衙
庄
園
神
社
仏
専
領

蒙
御
載
許
　
　
イ
莞

不
能
叙
用
　
　
及

式
条
所
領
推
難
脱
罪
科

乍
知
道
理
之
旨
称

有
論
証
跡

申
聞
之
濡
者

猶
独
似
被
存

噌

　
・
イ
莞

裁
イ
e
の
七
参
石

条
を
憾
と
し
、
領
字
は
消
し
た
ま
ま
、

　
　
　
構
書

論
牢
は
消
し
た
ま
ま
、

　
之
条
二
字
は
消
し
た
ま
ま
、

　
猶
字
は
消
し
た
ま
ま
、
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界
撫
，
舜
　
　
　
窟

　
　
　
プ
牛
一
才

　
　
　
　
　
　
　
　
≦

「
イ
」
と
註
す
る
は
e
と
同
じ
く
「
不
出
秘
木
」
に
よ
っ
た
こ
と
明

ら
か
で
あ
る
が
、
　
「
断
、
及
、
目
、
称
申
」
の
五
字
は
「
イ
」
を
忘

れ
た
か
。
こ
れ
亦
「
不
出
秘
本
」
に
拠
っ
た
竜
の
な
る
こ
と
明
ら
か

で
あ
る
。
　
「
領
、
論
、
之
条
」
の
四
字
は
誤
写
で
消
し
た
の
で
あ
る
つ

　
三
　
墨
の
「
○
」
印
を
附
し
書
き
入
れ
た
も
の
、
こ
れ
に
は
「
イ
」

と
附
し
た
も
の
と
付
し
な
い
屯
の
と
の
両
様
が
あ
る
。

九　八 四　〇　八　七　三五四四三
一七三四

守
護
○
役
　
　
所

当
○
給
人
　
　
時

任
○
大
将
　
　
右

次
○
着
欲
奪
人
之
所
職
　
　
其
子

至
郎
従
以
下
者
可
○
召
禁
共
身
也
　
　
含

○
教
令
違
犯
之
墓
也
　
　
也
既

○○

@
　
閣
本
奉
行
人
更
付
別
人
内
々
企
訴
訟
之
闘
　
　
上
欄
に
「
閣
＝

本
奉
行
入
盈
別
ム
傘
誌
工
事
」
と
註
す
る
所
か
ら
、
・
の
「
○
O
」

は
事
書
を
加
え
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

可
処
遠
流
也
○
女
所
領
　
　
次
イ

申
給
安
壌
御
下
文
○
若
以
　
　
事

無
地
頭
○
○
潟
可
被
付
本
所
　
三
所

被
下
問
状
○
定
例
也
　
　
考
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
こ
　
わ
ナ
し

起
講
　
並
○
縁
者
O
肉
身
O
…
：
聯
○
違
乱
　
　
都
脚

　
　
　
被
棄
鷺
○
輩
　
　
之

　
　
　
評
定
衆
○
中
　
　
之

こ
の
墨
の
「
○
」
に
墨
の
書
入
れ
を
し
た
の
は
、
運
長
本
の
筆
者
が

転
写
を
終
っ
て
台
本
と
対
校
し
た
際
、
脱
漏
に
気
付
い
て
書
き
入
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
．
三
四
・
五
一
の
「
○
」
印
に
「
イ
」
と

註
す
る
の
は
別
当
職
本
に
よ
っ
た
か
。

　
追
加
に
墨
の
「
イ
」
が
一
ヵ
所
あ
る
が
、
こ
れ
は
弓
長
台
本
が
已

　
　
　
（
安
）

に
閣
本
阿
保
殿
流
ノ
本
で
あ
っ
た
た
め
で
、
あ
る
。

　
囚
　
墨
で
字
面
又
は
傍
に
「
ヒ
・
O
」
印
を
附
し
、
墨
で
改
め
た

も
の

　
式
目

　
三　四四ニー

起五〇五tO
此
式
条
　
　
○
印
目

或
依
土
民
之
愁
鐙
　
　
○
印
就

流
刑
　
　
○
印
罪

訪
亡
夫
之
後
世
　
　
ヒ
印
註
三

遍
仰
顧
晒
之
人
　
　
ヒ
印
偏

早
究
淵
底
可
被
裁
断
　
ヒ
印
禁

無
道
　
　
ヒ
印
理

こ
の
墨
の
「
ヒ
・
○
」
印
は
運
長
本
の
筆
者
が
転
写
畢
っ
て
、

の
結
果
、
改
め
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　　　　校

　　　　合

　　　　　　　　し11t1　　（495）



七六三二五起

朱
の
校
異

傷
恣
貧
寺
羅
○
不
勤
其
役
　
　
於

而
○
近
年
　
　
至

諸
国
庄
公
　
　
園
イ

葬
無
由
緒
○
称
先
祖
本
領
　
　
禰

不
顧
代
々
○
成
敗
御

三
三
三
之
鰍
○
　
　
条
々
子
細
三
田

存
曲
折
令
○
違
犯
者
　
　
聯

　
こ
の
朱
の
校
異
は
運
一
本
を
三
太
・
と
校
合
し
た
も
の
で
、
別
当
御

坊
不
出
秘
本
と
の
校
合
で
は
な
い
。
但
、
朱
の
校
異
本
が
溝
家
本
で

な
か
っ
た
こ
と
は
、
　
「
出
物
・
忠
孝
・
沙
汰
鵡
来
」
に
「
即
し
を
加

え
て
な
い
こ
と
で
わ
か
る
。
ま
た
、
　
「
追
加
」
に
朱
の
校
異
が
な
い

の
は
、
校
合
本
に
「
追
加
し
が
存
し
な
か
っ
た
か
、
あ
っ
た
と
し
て

も
「
追
加
」
は
式
購
と
別
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
省
い
た
と

す
べ
き
で
あ
る
。

　
戴
で
、
前
田
家
尊
蒸
焼
鶴
岡
本
は
八
幡
宮
別
当
職
本
（
宮
寺
別
当

御
坊
不
出
秘
本
）
と
は
別
本
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

鶴
蘭
本
に
つ
い
て
は
、
尊
黒
熊
複
製
本
に
植
木
博
士
の
解
説
が
あ
る

か
ら
、
就
い
て
見
ら
れ
た
い
。
尊
経
旗
本
に
は
、

震
下
平
川
内
左
三
門
所
捲
但
鶴
岡
稲
書
院
蔵
書

の
貼
紙
が
あ
る
。
佐
藤
進
一
氏
の
御
示
教
に
よ
れ
ば
、
稲
承
院
は
竜

と
頓
覚
坊
と
云
い
、
鶴
岡
供
僧
二
十
五
坊
の
一
、
鶴
岡
供
僧
次
第
に

よ
れ
ば
第
八
位
に
順
序
せ
ら
れ
る
（
こ
の
噸
位
は
佐
藤
氏
は
格
式
そ
の
ま

ま
を
示
す
か
ど
う
か
断
定
出
来
な
い
と
）
。
　
応
永
二
十
二
年
正
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
坊
」
を
「
院
」
に
改
め
相
承
院
と
号
し
た
。
、
貼
紙
に
あ
る
「
平
川

加
左
衛
門
」
と
云
う
名
や
書
風
か
ら
、
戦
国
ま
た
は
江
戸
初
期
の
貼
紙

と
考
え
ら
れ
る
。
相
承
院
は
供
僧
坊
で
別
当
坊
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

尊
経
閣
鶴
岡
本
は
、
運
長
本
に
云
う
「
宮
寺
別
当
御
坊
不
出
秘
本
」
、

岩
本
に
云
う
「
別
当
職
本
」
と
は
明
ら
か
に
別
本
で
は
あ
る
が
、
そ

の
形
態
・
内
容
か
ら
見
て
、
式
目
原
本
た
る
問
注
所
証
本
と
同
位
の

一
本
た
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
。

①
『
鎌
倉
市
史
』
社
寺
篇
八
六
…
八
八
頁

四
　
安
　
　
保
　
　
本

鶴
岡
八
幡
宮
別
当
職
本
を
安
保
氏
が
借
覧
謄
写
し
た
。
蔵
抄
端
書

に愚
方
畑
禦
広
ス
ル
耳
門
｛
女
竹
…
鶴
岡
八
幡
之
…
別
当
ヨ
リ
畑
…
伝
シ
薫
フ

ど
あ
る
。
こ
れ
を
安
保
本
と
名
付
け
て
お
く
。
安
保
本
の
完
本
は
見

当
ら
な
い
が
、
そ
の
片
鱗
は
式
目
註
釈
書
等
で
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
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安
保
氏
は
鎌
倉
時
代
に
泰
時
と
姻
戚
関
係
の
あ
っ
た
家
柄
で
は
あ
る

が
、
註
釈
諸
書
に
引
用
さ
れ
る
安
保
氏
は
「
恵
輪
本
片
仮
名
抄
」

（
以
下
恵
輪
本
と
略
称
東
京
大
学
図
霞
館
ご
運
二
本
末
尾
等
で
「
氏
泰
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
実
名
を
挙
げ
る
。
非
清
家
系
統
の
式
目
註
釈
書
に
は
、
上
（
殖
）
野

と
並
べ
て
、
そ
の
説
を
引
用
す
る
の
を
見
る
ど
、
安
保
氏
が
式
目
註

釈
家
と
し
て
世
に
顕
わ
れ
た
の
は
室
町
中
末
期
で
あ
る
。
清
家
の
式

匿
註
釈
学
が
一
世
を
風
靡
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
安
保
・
上
野
は
共

に
衰
微
し
た
。
氏
泰
の
頃
が
安
保
氏
の
式
臼
盆
釈
学
の
頂
点
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
氏
泰
は
文
明
一
i
永
正
頃
の
人
で
あ
る
か
ら
、
藍

抄
・
岩
本
に
云
う
安
保
が
鶴
圏
八
幡
宮
別
当
砲
車
を
借
覧
転
写
し
た

の
は
、
恐
ら
く
こ
の
時
代
で
あ
ろ
う
。
天
文
五
年
講
述
宣
賢
の
「
倭

朝
論
紗
」
に
よ
る
と
、
こ
の
時
代
に
は
関
東
で
も
式
目
講
義
が
盛
ん

　
　
　
　
②

に
行
わ
れ
た
。

①
　
上
野
氏
に
つ
い
て
の
史
料
を
持
た
な
い
。
三
浦
周
行
博
士
「
続
法
喜
史

　
研
究
」
に
よ
れ
ば
、
室
町
幕
府
の
奉
行
家
で
あ
っ
た
。
九
八
○
頁

②
賜
明
文
庫
本
天
文
十
年
警
写
本
式
日
閉
謎
で
あ
る
。

　
　
池
辺
本
御
成
敗
式
目
注
（
災
文
廿
三
年
写
）
は
奥
需
に
よ
れ
ば
足
利
学

　
校
に
於
け
る
式
癬
噺
講
義
の
筆
録
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

丹
治
姓
安
保
系
図
（
抄
録
）

松
本
市
　
安
保
家
蔵

（
上
略
）
…
…
経
泰
一
光
泰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
武
年
中
タ
リ

潅
翼
霧
丹
後
守
安
俣
編
巡
警
次
郎
中

；
泰
斗

　
　
畏
簿
寺
殿
（
尊
氏
）
御
貫
入
也

「
憲
光
次
郎
左
籍
門
少
輔
（
マ
・
）
順
幡
穿

応
永
年
中
初
傘
評
建
衆

三
郎
信
濃
窪
法
名
浄
断
号
東
警
裂
果

家
繁

右
繕
門
佐
入
道
禅
秀
郷
退
澹
野
馳
越
あ
彊
云
女

次
郎
常
奪
権
守

・
1
二
輪毫

髪
二
年
八
月
廿
羅
臼
二
二
ス
ル
也

　
次
郎
中
携
少
変
法
名
天
異

氏
泰

珪
繭
部
中
務
少
輔
償
二
等
法
名
需
安
金
議

・
1
泰
広

l　l
長　泰
泰弥忠又
　七　　三
　郎　　郎
　　　　中

　　　　大
　　　　輔
　　　　f・y

　　　　四
　　　　環∫

松
本
市
　
安
田
交
互

　
　
（
氏
泰
）

伯
父
信
濃
守
名
代
事
申
上
面
、
御
心
得
偽
、
加
湿
工
尚
助
可
巾
遣
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
足
利
高
議
〉

　
　
　
　
涯
日
〃
十
山
ハ
R
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
化
　
　
押

　
　
　
　
　
（
泰
広
ヵ
）

　
　
　
　
安
保
丹
閥
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宗
繁
）
　
　
　
（
憲
祐
）

此
家
之
事
、
名
字
之
地
上
州
境
二
齢
之
間
、
曾
祖
父
東
岩
二
時
、
常
陸
守
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泰
広
）

弟
ユ
齢
丹
四
郎
為
代
官
御
当
方
逆
襲
廻
静
被
申
齢
、
帯
其
儀
企
隆
事
為
伯

　
（
氏
泰
）

父
天
曳
代
官
上
戸
御
要
之
時
分
出
猛
薄
い
キ
、
然
嚢
惣
領
断
絶
故
、
全
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
泰
）

夏
春
天
竺
名
代
二
稲
直
偽
、
其
方
事
三
三
嫡
子
分
相
続
静
、
二
男
弥
七
郎

事
蛮
、
如
前
々
惣
領
為
代
官
御
灘
方
可
愛
廻
外
、
至
有
不
儀
看
彼
屋
敷
知

行
之
事
者
、
可
為
其
方
計
瞥
、
働
為
後
日
～
札
於
遣
趾
幹
血
、

！3　（497）



聾
譲

天
丈
十
二
年
癸
卯
七
月
廿
三
臼

　
　
（
泰
広
）

　
　
全
隆
（
花
　
押
）

（安
ﾛ
文
書
北
畠
顕
家
卿
奉
呈
ム
ム
印
行
昭
和
十
・
山
ハ
年
）

　
安
保
本
に
は
「
於
先
々
成
敗
事
渚
云
々
」
の
小
書
を
存
し
、
　
「
触

物
・
忠
孝
」
で
あ
っ
た
。
安
保
本
の
存
在
を
潔
す
も
の
を
次
に
掲
げ
る
。

欝
蕃
妻
子
単
記
業
及
付
渡
（
中
法
じ

具
下
の
「
㊤
」
印
は
岩
本
に
は
「
等
ノ
字
ハ
、
安
保
殿
ノ
本
ニ
ア
リ
」

と
あ
る
。
薦
抄
。
京
本
・
敦
注
（
隅
系
要
略
之
）
は
巳
に
「
等
」
を

入
れ
て
芦
抄
・
京
本
は
「
等
字
安
保
ノ
有
レ
本
二
」
と
註
し
、
鼻
面
は

「
安
保
之
本
有
之
」
と
註
す
る
。
運
長
本
・
藤
貞
本
に
は
「
等
」
言

な
し
。
　
「
等
」
字
に
校
異
を
附
し
て
な
い
の
は
、
　
「
秘
本
し
に
も
な

か
っ
た
と
す
べ
き
か
。

　
五
　
右
抑
留
年
貢
◎
之
由

臭
下
の
「
o
門
馬
は
「
中
法
一
」
に
は
無
い
、
岩
本
は
「
貢
」
字
下
に
「
所

当
ノ
字
安
保
殿
ノ
本
二
在
之
〕
と
あ
る
。
運
長
本
「
所
課
」
二
字
無
、

　
五
　
任
員
数
可
弁
償
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ク
ノ
ウ

「
償
」
字
、
薩
抄
は
「
作
償
、
償
字
安
保
殿
ノ
本
二
済
字
書
、
隈
々
、

済
ハ
成
也
、
悪
説
也
」
と
あ
る
。
運
長
本
・
順
潮
本
共
に
「
償
」
字

に
作
る
。

五
　
関
東
睡
儲
殿
流
ノ
本

　
岩
本
の
五
一
条
と
起
請
文
の
間
に
存
す
る
小
書
に

式
条
此
迄
力
五
十
一
ヶ
条
畢
、
此
二
貞
永
元
年
八
月
十
日
ト
目
付
ヲ
シ
テ
有

本
モ
有
、
此
次
繁
一
葦
下
巻
ト
テ
追
加
已
下
書
加
…
タ
ル
モ
ァ
リ
、
又
此
問
状
ノ

次
二
、
難
而
起
講
文
ア
ル
本
モ
ア
リ
、
単
者
依
テ
可
レ
見
也
、
此
昌
起
請
文
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
）

書
テ
、
其
次
二
追
加
ヲ
書
加
ル
ハ
関
東
阿
保
殿
流
ノ
本
也
、

と
あ
る
。
式
丸
本
に
は
、
そ
の
末
尾
に
次
の
四
形
式
が
あ
っ
た
。
即
ち
、

ユ
問
状
御
教
欝
の
次
に
頁
永
元
年
八
月
十
日
と
日
付
け
し
た
も
の
（
起
詰
文

　
は
式
目
末
尾
に
は
存
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
起
請
文
は
巻
首
に
あ
っ

　
た
と
す
べ
き
で
あ
る
）

2
問
状
御
教
書
の
次
に
下
巻
と
し
て
追
加
を
書
加
え
た
る
も
の
（
日
付
は
な

　
い
と
云
え
る
。
起
諮
文
は
式
目
末
尾
に
な
い
。
然
ら
ば
巻
首
か
。
管
見
に

　
入
る
式
日
本
で
こ
の
形
の
式
穣
本
は
無
い
）

3
問
状
御
教
書
の
次
に
、
起
請
文
あ
る
本
（
日
付
な
し
、
多
く
の
式
二
本
は
、

　
こ
れ
で
あ
る
）

4
問
状
の
次
に
起
請
文
を
置
ぎ
、
そ
の
次
に
追
茄
を
書
き
加
え
る
本
は
関
東

　
安
保
殿
流
本
で
あ
る
。
　
（
臼
付
無
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
）

こ
の
㈲
に
当
る
本
が
即
ち
関
東
阿
保
殿
流
ノ
本
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鰹
、
）

　
規
存
古
写
式
H
本
で
、
こ
の
関
東
阿
保
殿
流
ノ
本
に
籔
る
も
の
は
、

14 （498ン



卿成敗Eil　Fi原文の研究（池内）

運
長
本
・
藤
貞
本
で
あ
り
．
式
目
註
釈
書
で
は
、
藍
抄
・
京
本
・
敦

注
で
あ
る
。
　
閣
本
（
温
故
堂
旧
蔵
本
）
∴
儀
本
・
続
女
類
七
本
は
藍
抄

と
同
系
の
別
本
で
あ
る
が
、
追
加
の
部
分
を
欠
ぐ
。
平
林
本
四
起
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
）

文
の
次
に
追
加
を
載
せ
る
か
ら
、
岡
じ
く
関
東
阿
保
殿
町
ノ
本
か
と

云
う
に
運
長
本
以
下
は
追
加
三
五
ヵ
条
な
る
に
、
平
林
本
は
一
〇
力

条
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
運
長
本
と
同
等
に
麿
ち
に
関
東
安
保

殿
流
ノ
本
と
は
云
え
な
い
。
し
か
し
、
両
本
の
追
加
に
は
同
一
の
も

の
が
あ
る
か
ら
、
金
然
無
関
係
と
断
言
す
る
こ
と
も
繊
来
な
い
。
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

干
の
関
係
が
あ
る
と
云
う
の
が
妥
当
で
あ
る
。
同
様
に
、
「
関
菓
阿
保

三
流
ノ
本
」
を
以
て
直
ち
に
「
安
保
本
」
（
即
ち
、
当
別
当
職
本
の
転
写

本
）
と
す
る
こ
と
は
串
来
な
い
。
　
「
流
」
と
は
「
系
統
∵
筋
」
の
謂

　
　
　
　
（
安
）

で
、
関
東
阿
保
三
流
ノ
本
と
は
三
蹟
の
部
は
安
保
本
（
即
ち
、
宮
司
当

職
本
の
転
写
）
の
面
目
を
伝
え
、
こ
れ
に
追
加
三
五
ヵ
条
を
附
載
し
た

か
ら
、
関
東
阿
保
殿
流
ノ
本
と
云
う
の
で
あ
る
。
こ
の
本
も
亦
三
口

証
本
の
系
統
に
属
す
る
式
匿
本
で
あ
る
。

①
　
　
中
法
｛
、
条

（】

j
九
三
編
齢
論
藤
丑

（
二
）
九
六
矧
獣
任
噸
茎

○○頁
四三

穴八平

九七運

（
三
）
　
九
七

Ω

　　　 　　 　ロ　　　　 　

〇九八七六五四）　 ）　 ）　 ）　 ））　 ）

　
九
八

一
二
一

一
四
四

一
四
五

二
〇
圏

　
九
二

～
四
〇

証
印
供
僧
等
云
々

暦
仁
元
　
十
二
　
七

御
家
人
後
家
任
亡
夫
譲
給
安

堵
御
下
交
審

暦
仁
「
兀
　
　
↓
1
二
　
　
∴
一
ゐ
ハ

改
嫁
事
延
応
元
九
二

関
東
御
家
人
陵
雲
客
已
上
云
々

延
三
二
　
五
　
廿
五

凡
下
輩
不
可
買
領
買
玉
事

姪
応
二
層
四
　
甘
五

式
部
話
調
諸
司
助
翌

朝
恰
四
　
　
　
二
五

廿
ケ
年
以
後
訴
訟
宴

嘉
禎
ゑ
　
八
　
十
七

評
定
時
可
退
座
親
類
纂

延
応
　
二
　
四
　
廿
五

一
〇
五
　
　
五
　
二

一
〇
五

一
一
六

一
ニ
ニ

ご
｝
三

一
四
二

一
〇
二

　
二
〇

○　　一　　七　　九　　ニニ　四　　三三

～　六　五二　〇

　
　
京
本
に
よ
れ
ば
平
林
本
の
追
加
法
令
は
第
二
園
以
後
の
編
集
の
追
抑
法

　
令
を
載
せ
る
。
平
林
本
は
門
中
法
こ
の
　
三
五
条
と
　
四
〇
条
の
闘
に

　
八
月
八
臼
付
仮
名
消
息
を
載
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
）

　
即
ち
、
別
当
職
本
（
不
繊
秘
本
）
・
安
保
本
・
関
東
阿
保
殿
流
ノ
本
・

弓
長
本
・
藤
貞
本
・
藤
抄
・
京
本
・
敦
注
・
閣
本
（
温
故
堂
劇
蔵
本
）
・

高
本
・
続
々
類
七
本
は
何
れ
も
同
系
本
で
、
共
に
町
野
家
保
管
の
問

注
所
証
本
（
式
霧
原
本
）
に
淵
源
す
る
式
欝
並
に
そ
の
註
釈
書
で
、

何
れ
竜
多
分
に
式
舅
原
本
の
面
召
を
保
存
す
る
竜
の
と
す
べ
き
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
悉
く
の
文
字
・
交
章
が
完
全
に
一
致
す
る
と
の
謂
で

は
な
い
。

六
　
清
　
　
家
　
　
本
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式
目
四
条
「
紛
物
」
を
「
財
物
」
に
、
一
八
条
「
忠
孝
」
を
「
志

孝
」
に
、
六
条
「
沙
汰
出
来
」
を
「
沙
汰
来
」
に
作
る
を
、
清
家
本

式
目
の
特
色
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
条
文
の
用
字
は
、
同
じ

清
家
系
統
本
で
も
、
相
当
の
出
入
り
が
あ
る
。
そ
こ
で
書
本
が
濡
家

本
の
祖
本
で
あ
る
か
を
決
め
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

叢
書
難
渋
認
可
被
改
易
所
論
也
（
中
立
こ

豪
富
は
「
易
し
字
に
傍
註
し
て
「
外
記
本
易
ナ
シ
」
と
あ
り
、
中
法

一
、
校
合
本
濡
家
本
を
見
る
と
「
易
」
字
無
、

　
一
五
慕
書
下
の
「
0
」
印
　
（
中
法
一
）

　
こ
の
「
0
扁
印
は
明
応
五
年
本
に
は
「
母
以
実
書
芸
謀
誰
事
」
の
八
字
を
、

　
類
従
板
本
に
は
「
付
立
論
人
所
帯
証
文
称
謀
戯
事
偏
の
十
二
字
を
註
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ニ
　
　
タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
東
洋
文
庫
本
貞
永
式
9
一
五
の
愛
書
に
「
墨
池
鼻
付
二
歩
溌
凝
同
　
号
一
一
謀
老
㌘

　
　
ト
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ニ
ハ

　
壌
云
本
ア
リ
、
清
家
本
義
扁
と
あ
る
。
　
「
中
法
一
」
校
合
本
清
家
本
を
見

　
る
に
「
付
書
」
無
。

　鳳

n
　
額
政
道
事
職
門
門
由

藤
抄
に
「
事
」
字
「
外
記
本
門
ナ
シ
し
と
註
す
。
　
「
中
法
一
」
校
合

本
能
家
本
を
見
る
に
「
事
」
字
無
、

五
〇
　
〇
為
聞
実
否
…
…
（
中
法
一
）

為
上
「
。
」
印
は
棄
洋
文
庫
本
貞
永
式
疑
憶
「
但
、
為
聞
…
、
但
下
汐

家
ノ
木
ニ
ナ
シ
」
・
こ
註
す
。
中
法
一
校
A
獄
ホ
清
家
四
丁
を
猟
7
0
に
「
但
」

字
無
、

　
以
上
僅
か
の
例
証
で
は
あ
る
が
、
薩
抄
に
云
う
「
外
記
本
」
と
東

洋
文
庫
本
貞
永
式
目
に
云
う
「
清
家
本
」
は
「
中
蓋
一
偏
の
校
合
本

「
清
家
本
」
と
同
一
本
の
よ
う
で
あ
る
。

　
式
目
を
武
家
本
と
公
国
本
に
二
大
別
す
る
こ
と
は
、
式
阿
研
究
上

の
一
七
坦
標
に
は
な
る
が
、
こ
の
類
別
が
式
目
制
定
の
当
時
か
ら
あ
っ

た
と
云
う
謂
で
な
い
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
式
癬
原
本
は
町
野
家
の
保

管
す
る
所
で
、
武
匿
本
を
必
要
と
す
る
者
は
、
町
野
家
に
そ
の
謄
本

を
請
う
た
の
で
あ
る
か
ら
、
清
家
と
錐
も
式
図
本
を
必
要
と
し
た
時

に
は
、
恐
ら
く
は
、
町
野
家
保
管
の
式
目
原
本
の
謄
本
を
請
け
た
と

思
う
。
清
家
は
代
々
経
史
を
專
門
と
す
る
博
士
家
で
累
世
俊
秀
輩
出

し
、
諸
典
の
蒐
集
・
謄
写
に
努
め
、
そ
の
今
臼
に
伝
わ
る
も
の
が
多

い
。
清
原
教
隆
は
宗
尊
親
王
に
従
っ
て
鎌
倉
に
下
り
、
次
で
引
付
衆

　
　
　
①

と
な
っ
た
。
爾
来
、
そ
の
族
人
で
幕
政
に
関
与
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
。
室
町
時
代
に
於
い
て
も
亦
、
幕
政
に
与
る
者
も
あ
っ
た
が
、
常

忠
以
来
「
式
慕
註
釈
家
」
と
し
て
、
清
家
・
斎
藤
・
飯
尾
の
所
謂
式

　
　
②

目
三
家
と
た
た
え
ら
れ
、
斎
藤
・
飯
尾
が
衰
微
し
た
後
も
独
り
栄
え

た
。
清
大
外
記
教
隆
真
人
が
鎌
倉
で
経
史
に
註
を
し
た
も
の
が
金
沢
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交
庫
本
中
に
多
く
見
ら
れ
る
。
彼
の
好
学
は
恐
ら
く
式
目
本
に
竜
及

ん
だ
と
思
う
が
、
彼
が
引
付
衆
と
し
て
幕
政
に
関
与
す
る
に
至
っ
て

は
、
直
ち
に
式
田
本
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
時
に
得
た
式
目
本
は
町

野
家
保
管
の
式
基
本
の
謄
本
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
特
に
「
財
物
．

志
孝
」
を
掲
げ
て
「
家
ノ
本
・
コ
ナ
タ
ノ
本
」
と
誇
称
し
、
「
習
物
．

忠
孝
」
本
を
「
俗
本
・
旧
悪
」
と
毒
し
た
の
は
、
常
忠
の
式
薄
註
釈

学
．
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
　
「
財
物
・
志
孝
」
の
両
項
以
外
で
は
「
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

臼
」
本
来
の
形
を
保
つ
所
が
多
い
。
植
木
博
士
は
清
家
本
は
故
意
に

式
目
の
実
字
を
変
改
す
る
所
が
あ
る
か
ら
、
重
書
原
文
の
復
元
に
は

劣
る
と
せ
ら
れ
た
が
必
ず
し
竜
当
ら
な
い
。

　
私
は
、
佐
藤
進
一
氏
が
と
っ
た
「
中
法
ご
「
校
本
御
成
撫
養
臼
」
の

台
本
鶴
岡
本
を
基
準
に
運
長
本
・
運
長
イ
本
・
平
林
本
・
岩
本
（
註
釈

書
）
∴
清
女
本
の
五
本
を
各
条
逐
字
的
に
校
合
し
た
。
鶴
…
岡
本
を
基

準
と
し
た
の
は
、
佐
藤
髭
に
従
っ
た
の
で
あ
り
、
運
長
本
を
と
っ
た

の
は
、
穂
積
陳
重
博
士
に
従
っ
て
、
運
一
本
・
藤
颪
本
・
薩
抄
は
岡

一
人
の
筆
写
で
盧
抄
が
天
交
廿
三
年
の
写
本
で
あ
る
か
ら
、
大
体
の

筆
写
年
代
が
推
定
出
来
る
。
運
長
イ
本
は
運
長
本
上
欄
書
入
れ
に
あ

る
「
校
本
ハ
鶴
岡
八
幡
宮
寺
別
当
御
坊
不
出
秘
本
云
々
」
　
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
　
而
し
て
、
こ
の
「
別
当
御
坊
不
出
秘
本
」
（
別
当
職
本
）

は
問
注
所
執
事
町
野
家
よ
り
式
目
証
本
を
謄
写
し
て
献
納
し
た
本
で

あ
る
か
ら
、
式
日
原
本
に
最
も
親
近
な
本
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
平

林
本
を
と
っ
た
の
は
、
紀
年
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
最
古
の
写
本

（
此
に
つ
ぐ
も
の
は
残
闘
本
で
は
あ
る
が
康
永
三
年
の
海
印
寺
本
で
あ
る
）
で
、

　
　
　
　
　
　
　
④

式
臼
原
図
の
研
究
上
重
要
な
古
写
本
で
あ
る
。
私
の
調
査
で
は
、
後

示
す
る
如
く
鶴
岡
本
に
最
竜
親
近
性
の
あ
る
本
で
あ
る
。
岩
本
は
起

請
文
を
巻
首
に
置
く
式
目
本
を
所
拠
本
と
し
た
註
釈
書
で
あ
る
。
佐

藤
氏
に
よ
れ
ば
本
書
は
唯
浄
裏
書
と
共
に
鶴
岡
本
と
親
近
性
の
あ
る

本
で
あ
る
。
こ
の
五
本
に
よ
っ
て
、
清
家
本
が
著
し
く
式
目
原
本
の

面
欝
を
損
い
、
式
属
原
文
研
究
上
さ
ま
で
重
要
で
な
い
と
す
る
こ
と

が
妥
当
で
あ
る
か
否
か
、
立
町
家
本
と
他
本
と
の
親
近
関
係
あ
り
ゃ

否
や
・
を
”
調
べ
た
。

一
　
台
本
と
校
合
本
の
条
文
の
文
字
の
一
致
す
る
も
の
、
及
び
校
合
本
闘
の

条
文
文
字
の
一
致
す
る
も
の

－
式
♂
平
林
本
と
清
家
本
と
は
薮
す
る
。

　
　
ソ

2
二
三
　
平
林
本
と
溝
家
本
と
は
一
致
す
る
。

3
垂
平
禁
の
塁
葦
を
除
け
睾
写
本
桑
・
碧

山
㌢
る
。

4
二
七
　
岩
本
と
清
家
本
と
は
一
致
す
る
。
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5
二
九
内
々
の
「
々
」
を
「
内
」
「
二
十
ケ
日
扁
の
「
二
十
ケ
」
を

　
　
　
1
行
　
　
．
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
書
．
．

　
　
　
　
　
「
廿
」
と
す
る
こ
と
を
許
せ
ば
運
長
本
・
運
長
イ
本
・
岩
本
．

　
　
　
　
　
平
林
本
・
清
家
本
は
一
致
す
る
。
」

　
6
三
二
　
「
云
為
」
平
林
本
こ
れ
を
欠
ぐ
も
、
こ
れ
を
許
せ
ば
平
林
本
と
台

　
　
　
3
行

　
　
　
　
　
本
と
は
一
致
す
る
。

　
7
四
二
　
運
二
本
と
士
長
イ
本
と
は
一
致
す
る
。

　
8
四
六
　
霊
長
本
・
運
長
イ
本
・
溝
家
本
・
は
一
致
す
る
。

　
9
四
八
　
「
云
売
人
云
貿
入
」
の
「
云
」
字
は
運
長
本
が
「
人
」
宇
下
に

　
　
　
3
行
　
　
　
．
　
　
　
．

　
　
　
　
　
あ
る
の
を
許
せ
ば
、
運
長
本
・
正
長
イ
本
・
岩
本
は
一
致
す
る
。

　
1
0
　
起
　
平
林
本
と
台
本
と
は
一
致
す
る
。

こ
の
調
査
で
清
家
本
の
「
財
物
・
志
孝
」
に
変
改
す
る
を
除
い
て
、

そ
の
空
似
条
文
の
文
字
に
は
意
識
的
に
変
改
し
た
跡
は
認
め
ら
れ
な

い
。
浩
象
本
と
難
も
特
別
の
式
目
本
か
ら
出
た
の
で
な
い
こ
と
、
鶴

岡
本
・
平
林
本
・
岩
本
・
尊
長
ホ
と
文
字
の
一
致
す
る
も
の
が
あ
る

か
ら
、
　
「
財
物
・
志
孝
」
の
項
を
除
い
て
は
、
浩
家
本
は
式
欝
原
文

復
元
に
劣
る
と
は
云
え
な
い
。
類
従
板
本
「
御
成
敗
洋
算
」
は
益
田

宗
賄
に
異
論
が
あ
る
が
・
そ
の
底
本
は
応
永
四
年
本
で
「
於
先
・
樺

．
敗
事
者
云
々
」
の
小
書
が
あ
る
本
で
あ
る
。
こ
の
小
書
の
あ
る
本
は
、

問
注
所
証
木
と
関
連
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
類
従
板
本
も
亦
、
全

然
無
視
す
る
こ
と
は
掲
来
な
い
。

①
五
宝
鏡
仁
治
二
年
三
月
六
州
際
条

　
引
付
衆
と
な
っ
た
の
は
建
長
四
年
三
月
、
弘
長
二
年
十
月
辞
任
、
交
永

　
二
年
三
月
廿
八
日
任
大
外
記
、
文
永
二
年
七
月
十
八
目
卒
六
十
七
歳

②
御
講
二
二
書
（
東
京
大
学
国
史
研
究
室
本
）
・
東
洋
文
癒
貞
永
式
目
書

　
き
入
れ
、

③
植
木
直
一
郎
『
御
戒
敗
式
臼
研
究
』
四
六
四
頁

④
　
薫
浦
周
行
『
続
法
桑
弓
の
研
究
』
八
九
一
i
八
九
二
頁

⑤
『
中
世
の
窓
』
創
刊
号
益
田
碧
羅
の
「
中
世
松
影
史
料
集
第
一
堅
し
書
評

七
　
式
目
諸
本
の
親
近
関
係

　
佐
藤
進
一
氏
は
「
中
法
こ
「
校
本
御
成
敗
式
目
」
の
補
註
で
、
校
合

に
嗣
い
だ
式
欝
古
写
本
・
古
刊
本
・
類
従
板
本
一
八
本
と
式
陰
註
釈
．

書
一
二
本
合
計
二
一
本
を
四
つ
に
分
っ
て
、
そ
の
親
近
関
係
を
述
べ
ら

れ
、
そ
の
一
～
三
が
植
木
博
士
の
云
う
武
家
本
で
、
四
が
清
家
本
で
、

明
応
七
年
本
が
両
者
の
媒
介
的
地
位
に
あ
る
と
せ
ら
れ
、
更
に
台
本

（
鶴
岡
本
）
よ
り
七
〇
項
を
あ
げ
、
こ
れ
を
対
校
す
れ
ば
式
目
原
文
の

復
元
に
役
立
つ
と
せ
ら
れ
た
。

中
法
一
　
四
管
理
ー
四
二
三
頁
参
看
　
　
（
備
考
（
1
）
2
九
　
　
（
1
）
は
序

数
、
2
は
条
数
、
九
は
行
数
を
示
す
。
Y

（
1
）
2
九
「
依
」
　
（
2
）
4
六
鳳
　
（
3
）
5
二
「
干
」
有
無
　
（
4
）
同

3
「
易
」
有
無
（
5
）
6
一
「
傾
」
有
無
（
6
）
同
行
「
繊
」
膚
無
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鱒無鍵棊1璽奪鍵下下景蘇無；ε

　　　宥　些￥o無聖努三二羅姦濫嘆kす

（
酌
）
　
職
凹
十
山
ハ
　
「
於
」
　
有
無
…
　
（
鴇
）
　
濫
行
　
「
一
触
」
　
下

　
私
は
、
佐
藤
氏
の
掲
げ
た
七
〇
項
（
実
数
七
一
）
を
基
本
と
し
て
、

式
目
古
写
本
・
古
刊
本
。
類
従
板
本
一
ご
一
本
と
註
釈
書
古
写
本
・
古

刊
本
一
二
本
含
計
三
四
本
に
よ
っ
て
別
表
を
作
成
し
、
諸
本
の
親
近

閾四

W
を
調
。
へ
み
凡
。

　
一
　
台
本
掲
出
の
七
〇
項
は
凡
て
「
○
」
印
と
す
る
。

二
　
校
合
本
で
台
本
と
一
聯
す
る
も
の
は
「
○
」
印
で
示
す
。

三
　
　
「
△
」
印
は
台
本
と
異
る
も
の
。

四
　
　
「
日
」
印
は
棚
倉
と
異
る
こ
と
勿
論
な
れ
ど
も
、
校
合
本
中
の
「
△
」

　
印
と
も
異
る
。

五
　
　
「
×
」
印
は
台
本
と
異
る
こ
と
勿
論
な
れ
ど
も
、
校
合
本
中
の
「
△
・

　
口
し
印
乏
も
異
る
。

こ
れ
を
例
示
す
れ
ば

台
本

台
本

六
条
2
行
被
○

　
　
　
　
及
△

　
　
　
　
可
□

　
　
　
　
能
×

｝
七
　
3
　
過
○

　
　
　
　
餐
△

　
　
　
　
科
人

婦
長
本
、
発
亀
本
、
壌
抄

鳳
来
寺
塞

下
墨
鷺
　
盈
荏
丁
半
気
質
探
別
趣
獄

耀
書
替
流
図
雑
．
清
薬
．
養
本
．
永
禄

世
薄
寺
本
・
禿
亀
本
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第　一　表　（全条と起請文）第　二二　表　1～17条

紹
一
虫　

　
2
1
1
2
2
2
2
0
2
5
2
2
2
0
3
2
5
2
7
4
！
2
2
2
2
3
2
2
2
2
2
2

．
□
…
磁

　
△
1
8
1
9
2
5
2
6
2
6
2
6
2
7
3
0
2
9
2
7
3
0
3
3
3
3
3
5
3
3
3
5
3
3
4
2
4
2
4
6
，
5
1
5
0
5
0
5
0
5
5
5
5
5
6
5
7
5
7
5
7
5
8
5
8

0
7
1
6
1
5
1
4
5
4
3
4
3
4
3
4
2
4
1
4
0
3
9
3
9
3
6
3
6
3
6
3
5
3
4
3
3
2
7
2
2
2
1
1
9
1
9
1
9
1
9
！
4
1
3
1
3
1
2
1
2
1
2
1
1
1
1

　
　
本
本
本
本
本
本
却
本
本
翻
本
本
本
本
抄
燃
油
本
滑
本
馬
本
本
本
本
抄
抄
本
本
本
抄
抄

本
　
素
尊
来
蹴
応
輪
応
　
　
烈
従
甲
　
　

飴

　
　
平
菅
伝
世
岩
塩
山
藤
明
閣
元
明
京
巡
苺
栄
敦
座
太
后
式
天
枝
永
清
宣
枝
大
刷
永
近
…
…
…

台

　
　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
ー
ユ
ー
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3

．
x
虫

口
9

0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
1
1
0
0
2
0
1
1
4
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1

台　　本 （鶴囮本） 鋸 A

・菅　　本1・・’・

ll∴lli屠
9
9
1
0
1
0
9
9
1
1
1
1
9
1
2
1
3
1
3
1
1
1
4
1
5
1
8
1
8
1
8
・
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
8
1
9
1
9
1
9

　
　
　
　
　
7
7
6
6
6
6
5
5
5
4
2
2
1
0
0
7
7
7
．
、
6
6
6
6
6
6
e
6
6

　
　
　
　
　
1
　1
　
1
　
1
　玉
　

1
　！
　

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　1

本
本
本
本
注
本
本
㈹
本
抄
本
本
本
本
本
三
主
本
本
本
書
抄
本
本
本
本
本
本
本
抄
出
芸
、

　
　
　
　
　
　
本
　
寺
　
年
脚
．
…
年
寺
山
聞
年
　
　
　
概
　

礎

　
　
林
　
、
　
　
　
　
典
　
　
亀
長
五
蕉
　
山
田
　
　
　
奥
隠
家
賢
禄
永
禄
　
　
　
　
扁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尊
　
齋
態
。
置
目
正
　
　
従
　
山

菅
伝
平
岩
御
田
京
閣
雨
湿
世
元
運
明
山
敦
鼎
座
海
太
式
枝
天
清
枝
永
大
山
類
宣
近
三
山

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
∬
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
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第三表20～51条

…
x
虫

…
□
2

△
0
3
0

台本（鶴周本）

1
1
0
2
1
0
1
2
2
4
2
2
2
1
5
0
1
2
2
1
5
2
1
0
ユ
ー
1
ー
ユ
ー
1
1
1

10

P0

P1

P0

P1

P3

P2

P1

P2

P0

P2

P2

P3

P4

P1

P6

P7

P6

o
2
0
1
7
2
3
2
5
2
7
2
6
2
6
2
7
2
7
2
7
2
7
2
7
2
7
2
7

19

P9

P9

P8

P8

P7

P7

P7

P6

P6

P6

P6

P5

P5

P4

P4

P2

P2

X
9
8
5
4
3
3
3
2
2
2

2
　
2
　
2
　
2

本
本
本
本
本
本
霞
本
抄
転
注
本
本
本
注
本
本
本
本
本
本
本
本
書
本
抄
本
本
本
本
抄
抄
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

寺
眼
山
闘
…
　
　
　
裏
　
　
本
　
年
　
寺
　
　
年
　
板
年
出
　
　
開
　
　
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
正
林
亀
頁
　
　
　
　
　
五
　
　
　
長
七
　
　
十
　
田
家
　
、
禄
奥
、
嶋
賢
禄
永

葉
川
　
浄
　
　
臨
来
　
応
従
正
子
　
目
　
昭

世
伝
山
平
元
藤
喉
岩
芦
居
士
明
菅
鳳
敦
運
明
京
類
天
太
座
浩
式
立
枝
永
枝
永
大
宣
近
三

－
　
り
右
　
3
　
4
　

門
0
　
6

7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3

六
　
2
「
○
扁
邸
で
も
「
△
」
邸
で
も
な
い
。
　
讐
○
扁
印
と
「
△
」
印
を
合

　
せ
た
も
の
。

台
本
四
四
4
　
縦
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
林
本
・
鳳
来
寺
本
・
曙
応
七
年
本
・
永
蕉
十
七
年
本
・

　
　
　
　
　
　
仮
使
△
櫨
羅
翻
鷺
u
難
黒
金
勢
書
林
．
歪

　
　
　
　
　
　
縦
使
只
菅
本
血
隙
寺
本

七
　
「
イ
○
・
イ
ム
」
は
古
写
本
に
註
す
る
異
本
を
示
す
。

　
「
イ
○
・
イ
ム
」
な
き
字
は
そ
の
本
と
校
含
本
と
の
文
宇
剛
じ
で
あ
る
こ

　
と
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
第
一
表
に
よ
る
説
明

式
目
古
写
本
・
古
刊
本
・
類
従
板
本
、
式
目
註
釈
古
写
本
・
古
刊

本
合
計
　
嵩
二
本
を
以
て
台
本
（
鶴
醐
本
）
の
七
〇
項
に
つ
き
、
対
校
比

較
す
る
と
、
次
の
こ
と
が
云
わ
れ
る
（
唯
浮
裏
譲
は
端
國
、
海
印
本
は
残

國
で
除
く
）
。

　
一
　
台
本
と
平
林
本
・
菅
本
と
は
「
賦
物
・
忠
孝
・
沙
汰
出
来
」
の
三
項
に

　
於
い
て
一
致
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
文
字
・
字
句
に
於
い
て
も
雰

　
常
に
親
近
関
係
が
あ
る
。

二
　
台
本
と
伝
素
二
本
・
三
尊
寺
本
・
鳳
来
寺
本
・
藤
東
本
・
明
応
五
年

　
本
・
山
用
正
宣
旧
蔵
本
（
明
大
本
）
の
七
本
は
「
蹴
物
・
忠
孝
・
沙
汰
出

　
来
」
の
三
項
に
於
い
て
、
台
本
と
一
致
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
文

　
字
、
字
句
に
於
い
て
も
台
本
と
親
近
関
係
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
（
｛
）
の
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二
本
に
比
す
れ
ば
、
稻
理
り
が
あ
る
。

三
　
菅
本
・
鳳
来
寺
本
に
つ
い
て
、
佐
藤
氏
は
言
及
し
て
な
い
が
、
二
本
共

　
に
台
本
と
親
近
関
係
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
。

四
　
元
亀
本
・
京
本
・
運
長
本
・
世
尊
寺
本
・
栄
注
（
慶
大
本
栄
意
注
御
成

　
敗
式
縫
）
・
敦
注
の
六
本
は
「
蔓
物
∵
忠
孝
・
沙
汰
出
来
」
の
三
項
に
於

　
い
て
台
本
と
一
致
す
る
が
、
そ
の
他
の
交
宇
・
宇
句
に
於
い
て
は
、
蕎
本

　
間
に
相
当
の
出
入
り
が
あ
る
の
で
、
台
塞
と
一
致
す
る
も
の
と
、
一
致
せ

　
ざ
る
も
の
と
が
略
相
思
ば
す
る
。

五
　
明
応
七
年
本
・
座
聞
本
・
華
麗
十
年
本
・
太
子
山
本
の
四
本
は
一
～
四

　
に
比
し
、
　
「
強
物
・
忠
孝
」
は
台
本
と
圓
じ
で
あ
る
が
、
　
「
沙
汰
出
来
」

　
を
「
沙
汰
来
」
に
作
る
。
そ
の
他
の
文
字
・
字
句
に
於
い
て
、
急
速
に
台

　
．
本
に
遠
ざ
か
る
。

六
　
明
応
七
年
本
・
天
正
十
年
太
：
太
子
山
本
の
三
本
は
佐
藤
氏
の
指
摘
す

　
る
如
く
、
植
木
博
士
の
謂
う
武
家
本
（
式
装
本
本
来
の
類
撰
を
保
有
す
る

　
の
謂
）
よ
り
、
清
家
本
へ
の
媒
介
的
な
本
と
す
る
説
の
妥
当
な
る
を
立
証

　
す
る
。

七
　
栗
田
本
弐
目
聞
書
は
「
財
物
∵
忠
孝
・
沙
汰
出
来
扁
に
作
り
、
そ
の
他

　
の
交
字
・
字
句
に
於
い
て
も
台
本
と
の
震
り
が
大
き
く
な
る
。
そ
の
他
の

　
点
で
は
、
本
書
は
清
家
本
系
統
に
近
い
か
ら
、
こ
れ
も
亦
、
清
家
本
成
立

　
の
刷
系
を
な
す
も
の
の
よ
5
で
あ
る
。
佐
藤
氏
は
「
沙
汰
出
来
」
を
「
沙

　
汰
来
」
に
作
る
こ
と
が
、
満
家
本
の
「
財
物
・
志
素
鵡
に
先
行
し
た
と
云

　
は
れ
る
が
、
本
書
は
「
財
物
」
が
先
行
し
て
い
る
。

八
　
「
財
物
・
志
孝
・
沙
汰
来
」
に
作
る
は
漕
家
本
の
特
異
点
で
あ
る
が
、

　
そ
の
他
の
文
字
・
字
句
に
於
い
て
も
、
命
本
と
の
距
り
は
益
々
甚
だ
し
く

　
な
る
。
同
じ
溝
家
本
系
統
に
属
す
る
も
の
で
も
、
清
家
本
と
枝
賢
本
・
永

　
禄
本
を
比
較
す
る
と
台
本
と
こ
致
す
る
も
の
の
差
が
一
四
と
一
九
と
五
の

　
鋲
り
が
あ
る
。

　
　
宜
抄
・
枝
奥
抄
・
大
永
本
∴
芋
禄
本
・
永
正
十
七
年
本
・
近
抄
・
三
抄

　
に
簗
っ
て
は
、
台
本
と
の
距
り
が
益
々
顕
著
と
な
っ
て
、
満
家
本
た
る
特

　
性
が
明
瞭
と
な
る
。
大
永
・
享
禄
・
永
正
の
三
本
は
岡
じ
く
清
家
本
に
属

　
す
る
が
、
一
群
を
な
す
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。

九
式
醗
三
九
事
書
を
「
御
成
敗
」
に
作
る
も
の
は
三
四
本
中
、
台
本
と
唯

　
浄
裏
書
・
、
毒
素
眠
本
・
藤
貞
イ
本
の
四
本
で
、
そ
の
他
の
諸
本
は
「
制
裁

　
許
」
ま
た
は
、
　
「
裁
許
扁
に
作
る
。
　
「
御
成
敗
」
は
審
理
申
の
裁
判
を
云

　
い
、
　
「
裁
許
」
は
裁
判
の
結
果
即
ち
「
判
淡
に
を
云
う
。
此
等
四
本
は
同

　
系
本
と
云
え
る
。

一
〇
　
台
本
・
唯
浄
裏
書
・
岩
本
の
四
本
が
親
近
関
係
に
あ
る
こ
と
勿
論
な

　
れ
ど
も
、
唯
浄
裏
書
と
岩
本
は
岡
じ
く
斎
藤
家
本
式
翻
に
基
き
註
釈
を
加

　
　
　
　
　
①

　
え
た
も
の
で
あ
る
。

①
式
目
註
釈
書
に
つ
い
て
の
拙
稿
但
、
未
発
表
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一
一
　
台
本
・
唯
浄
裏
君
・
清
家
本
の
四
〇
条
「
被
超
越
少
年
」
の
「
超
」

　
字
は
「
中
法
一
」
清
家
本
・
台
本
無
、
唯
浄
裏
書
註
の
外
記
本
「
超
扁
宇

　
有
、
「
中
法
一
扁
の
渚
家
本
と
唯
浄
裏
書
の
外
記
本
と
は
同
一
本
で
な
い
。

　
　
第
二
衷
に
よ
る
説
明

　
海
印
寺
本
の
台
本
と
の
位
置
付
け
の
た
め
に
、
式
醗
一
～
一
七
条

を
と
っ
て
、
台
本
と
比
較
し
た
の
で
あ
る
が

　一

@
海
印
寺
本
は
「
蹴
物
・
沙
汰
来
扁
で
一
八
条
は
鹸
損
で
「
忠
孝
」
の
字

　
句
は
見
え
な
い
。
そ
の
他
の
交
字
・
字
句
で
は
海
印
寺
本
と
台
本
と
の
親

　
近
関
係
は
中
位
で
あ
る
。

二
　
一
～
一
七
条
の
闇
に
於
い
て
、
諸
本
と
台
本
と
の
親
近
関
係
を
見
る
と

　
次
の
六
群
と
な
る
。

　
館
一
群
　
菅
本
・
鱗
素
眼
本

　
第
二
群
　
平
林
本
・
岩
本
・
鳳
来
寺
本

　
第
三
群
　
京
本
・
閣
本
（
温
故
堂
）
・
藤
貞
本
・
藪
抄
・
世
尊
寺
本
・
元

　
　
亀
本

　
第
四
群
　
運
脚
本
・
明
応
五
年
本
・
山
川
正
宣
旧
蔵
本
・
敦
注

　
第
五
群
　
明
応
七
年
本
・
座
田
本
・
海
印
寺
本
・
太
子
山
本
・
粟
田
本
式

　
　
雛
聞
書

　
鱗
細
妾
婦
僻
　
枝
張
日
豊
・
天
正
上
丁
年
・
駅
・
清
家
本
：
ル
伐
賢
本
・
・
氷
華
太
ア
・
大
永

　
　
本
・
類
従
板
本
・
宣
抄
・
三
抄
・
永
正
十
七
年
本

　
こ
の
順
位
で
台
本
と
の
距
り
が
大
と
な
る
。
特
に
第
五
群
が
第
六

群
の
清
家
本
系
統
え
の
転
囲
点
を
な
す
本
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第

六
群
は
清
家
本
の
特
色
を
発
揮
す
る
。

　
　
第
三
表
に
よ
る
説
明

　
唯
事
裏
書
の
台
本
と
の
位
麗
付
け
の
た
め
に
、
二
〇
…
五
一
の
聞

を
と
っ
て
作
っ
た
。
即
ち
、
次
の
七
群
と
な
る
。

　
第
一
群
　
世
尊
寺
本
・
俵
素
眠
本
・
山
摺
正
宣
姻
蔵
本
・
平
林
本
二
兀
亀

　
　
本第　繁鎗第錦第

七年六五四三二
群本群群群群群

藤
貞
本
・
唯
浄
裏
書
・
岩
本
・
薩
抄
・
栄
注
・
明
応
五
年
本

菅
本
・
鳳
来
寺
本
・
謀
議
・
運
長
本

明
応
七
年
本
・
京
本

類
従
板
塞
・
太
子
肉
本
・
座
田
本

満
家
本
・
栗
沼
本
式
目
聞
書
・
享
禄
塞
・
枝
輿
抄
・
永
圧
十
七

　
　
　
　
　
枝
賢
本
・
永
禄
本
・
大
永
本
・
宣
抄
・
近
抄
・
三
抄

こ
の
順
位
に
よ
り
台
本
と
の
親
近
関
係
は
漸
次
贈
り
、
第
四
・
五
群

が
第
六
・
七
二
え
の
転
回
点
を
な
す
。
第
六
・
半
群
の
清
蒙
系
統
本

と
錐
も
夫
々
に
異
る
も
の
を
含
む
。

二
二
・
三
表
よ
り
考
え
る
と
式
陵
各
条
文
の
と
り
方
如
何
に
よ
り
台
本
と

　
の
親
近
性
に
厚
薄
を
生
ず
る
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
台
ホ
・
館
長
添
・
運
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長
イ
本
・
平
林
本
・
清
家
本
の
五
本
の
比
較
に
よ
っ
て
、
各
条
文
の
一
致

　
の
有
様
が
推
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
清
家
本
と
難
も
式
目
原
文
の
復

　
元
に
役
立
た
な
い
と
云
え
な
い
。

三
　
二
〇
～
五
一
の
間
を
比
較
す
る
と
、
清
家
本
と
台
本
と
の
当
り
が
急
速

　
に
な
さ
れ
て
い
る
の
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
　
　
八
式
目
本
の
書
き
様

　
式
匿
条
文
の
用
字
［
磯
物
・
忠
孝
・
沙
汰
出
来
」
が
式
目
本
来
の

用
字
な
る
こ
と
は
縷
述
せ
る
所
で
あ
る
が
、
外
形
的
に
式
目
本
の
系

統
を
決
定
す
る
指
標
に
な
る
も
の
は
な
い
か
と
調
査
し
た
。
式
目
註

釈
書
に
は
式
醸
本
の
形
態
に
つ
い
て
記
述
す
る
も
の
が
あ
る
。
藍
抄

端
書
に
は
、

（
上
）
去
テ
式
蟹
書
様
者
一
之
宇
者
、
右
卜
云
字
ヨ
リ
町
野
法
一
ス
上
ル
也
、
佐

条
ノ
容
認
上
尚
讐
書
也
（
F
コ
各
廼
）

こ
れ
を
示
せ
ば

一
可
修
理
神
社
専
祭
測
事

右
神
諸

沙
汰
突

　
一
可
修
理
神
社
専
祭
祀
事

右
神
者
一
…
：
；
…
－
～
…
－
ー
ー
ー
沙
汰
桑

京
大
本
「
御
成
敗
亡
臼
私
」
端
書
に
は
、

（
町
野
）

（
佐
々
木
）

（
略
）
蕃
ヲ
作
シ
一
．
字
一
ッ
書
蔭
間
ヲ
ス
カ
ス
ハ
垂
木
殿
ノ
流
也
、
余
八
丈
然

也
、
（
獅
）

　
一
　
可
修
理
神
社
専
祭
麗
事

四
神
看
～
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
汰
夷
　
　
（
佐
々
木
）

　
一
　
可
修
理
神
柱
専
祭
縄
蔀

右
神
潜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
f
一
－
沙
汰
爽
　
　
（
鯨
）

東
洋
文
庫
本
貞
永
式
躍
端
書
に
は
、

（
1
略
）
五
＋
一
ケ
条
共
二
，
ア
ル
新
製
ヲ
世
間
・
惣
ヨ
リ
一
宇
奏
ア
ケ
テ

蛮
岡
ク
関
繭
果
囎
圃
吐
仙
所
ノ
評
融
＋
帯
綴
ハ
ー
ノ
唐
†
ヲ
モ
物
心
ト
一
際
凹
邑
智
目
テ
ー
ノ
卿
ナ
ヲ
一
｛
子
開
脚
シ

テ
書
ス
ル
也
、
（
下
略
）

「
惣
」
と
は
右
以
下
本
文
の
謂
で
あ
る
。
即
ち
次
の
如
く
書
く
。

　
一
　
可
修
理
神
祉
専
祭
肥
事

　
　
右
智
者
…
…
一
…
一
…
…
－
…
…
－
…
…
－
…
沙
汰
契
　

（
世
闘
一
般
の
本
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
布
本
の
調
か
）

　
｝
　
可
修
理
神
社
専
祭
杷
事

四
神
着
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
汰
爽
（
関
東
問
注
所
証
本
）

東
洋
文
庫
本
「
乱
読
」
扉
の
欄
齋
書
き
入
れ
（
藤
抄
同
意
略
之
）

此
書
ノ
書
法
ハ
町
野
ノ
注
ニ
ハ
ー
ノ
字
ハ
右
ノ
字
ヨ
リ
上
ル
ナ
リ
、
佐
々
木
家
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
罫
）

法
’
ス
丁
右
ト
僧
位
・
男
ク
也
、
卦
ハ
＋
車
上
ニ
テ
、
長
ハ
九
寸
五
分
也
、

但
上
一
寸
ア
ケ
、
下
五
分
ア
ク
ル
ナ
リ
、
　
（
蔭
抄
上
欄
に
「
京
本
ハ
十
四
行
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云
々
」
の
書
き
入
れ
あ
り
）

一
可
修
理
神
社
専
祭
詑
事

右
神

一
可
修
理
神
社
専
祭
認
事

右
神
者

沙
汰
爽
　
（
町
野
）

沙
汰
　
　
　
（
佐
々
木
）

右
の
如
く
、
式
目
の
「
書
き
様
」
に
つ
い
て
、
諸
本
の
説
く
所
必
ず

し
竜
一
致
し
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
竜
、
式
臼
の
「
書
き
様
」
は
奉

行
家
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
基
き
、

左
記
二
一
本
の
式
目
古
写
本
・
古
刊
本
・
類
従
板
本
に
つ
い
て
式
目

条
文
の
「
書
き
様
」
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

傭
考
　
世
尊
寺
太
・
を
東
洋
文
庫
で
見
た
の
は
昭
和
十
宏
年
夏
で
、
そ
の
跨
に

　
は
斯
る
点
に
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
。
爾
来
再
調
査
の
機
を
得
な
い
で
い

　
る
。
元
亀
本
は
未
見
、
佐
藤
氏
の
「
中
法
一
」
の
註
に
よ
っ
た
。
そ
の
他

　
　
の
諸
本
は
昭
和
三
ナ
年
来
式
目
註
釈
書
の
調
査
の
時
再
調
査
し
た
が
、
尚

　
調
査
洩
れ
が
あ
っ
た
の
で
、
申
果
大
図
書
館
参
考
掛
に
お
願
い
し
て
、
原
太
・

　
又
は
影
写
本
を
調
査
し
て
も
ら
っ
た
。
戴
に
同
気
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
。

e
　
一
可
修
理
神
社
専
七
二
事

　
　
　
右
神
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
汰
夷

　
　
　
　
　
鶴
岡
本
・
菅
本
・
唯
浄
裏
露
・
鳳
来
寺
本
・
海
印
寺
本
・
山
川

　
　
　
　
　
正
竃
旧
蔵
本
（
明
大
本
）
太
子
山
本
（
岡
上
）

⇔
　
一
　
可
修
理
神
社
専
祭
縄
事

　
　
右
神
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
汰
灸

　
　
　
　
　
平
林
本
・
運
長
太
：
藤
頁
本
・
永
正
十
七
年
本
・
船
橋
枝
賢

　
　
　
　
　
本
・
類
従
板
本

⇔
　
一
　
可
修
理
神
祉
専
祭
配
事

　
　
　
右
神
者
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ー
－
沙
汰
夷

　
　
　
　
　
伝
素
眼
本

㈱
　
一
可
修
理
神
社
専
祭
祀
事

　
　
四
神
者
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
沙
汰
突

　
　
　
　
　
溝
家
本
・
永
禄
本
・
大
永
本
・
癌
田
本
・
天
正
十
年
本

㊨
　
一
　
　
可
修
理
三
一
専
祭
祀
事

　
　
右
卜
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
汰
　

　
　
　
　
　
明
応
七
年
本

こ
れ
を
藤
抄
以
下
の
寵
述
に
従
っ
て
表
示
す
れ
ば
、

b（2） （③

薩
抄
に
従
え
ば
　
　
e
は
町
野
家
本
　
㈲
は
佐
々
木
家
本

東
洋
文
庫
本
　
　
　
　
　
　
e
は
世
闘
普
通
の
本

　
爽
永
式
陰
に
従
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔
は
関
東
問
注
所
本
（
町
野
家
保
管
の
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
豊
本
）

京
　
大
　
本
　
　
　
　
　
　
⇔
は
佐
々
木
家
本

　
「
御
成
敗
三
農
私
漏

　
に
従
え
ば
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ω
　
東
洋
文
庫
本
　
　
　
　
　
　
の
ぱ
町
野
家
本

　
　
　
「
敦
沖
…
」
厩
の
襯
斎

　
　
　
恥
入
れ
に
従
え
ば
　
　
　
⇔
は
佐
々
木
家
本

と
な
る
。
㊨
田
に
つ
い
て
は
、
蔵
抄
以
下
四
本
に
何
等
の
記
述
が
無
い
。

管
見
に
入
る
式
藏
註
釈
書
中
⇔
㈲
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
は
見
当
ら

な
い
。
　
式
目
本
の
「
調
い
謹
並
に
条
文
の
「
番
き
様
」
に
つ
い
て

述
べ
る
式
目
註
釈
書
は
何
れ
も
「
非
清
家
系
統
」
の
註
釈
書
で
あ
る

こ
と
も
亦
、
式
轟
註
釈
書
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。
清
家
本
系

統
の
式
目
本
で
も
船
橋
枝
賢
本
・
永
正
十
七
年
本
・
類
従
板
本
は
前
掲

の
⇔
に
、
ま
た
、
漕
蒙
本
・
永
禄
本
・
大
永
本
・
天
正
十
年
本
は
四
に

属
す
る
の
は
、
浩
家
系
無
暗
の
秘
本
が
一
つ
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
⇔
に
属
す
る
も
の
は
東
洋
文
庫
本
貞
永
式

懲
の
記
述
に
従
え
ば
町
野
家
本
（
闘
東
問
注
所
本
）
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
狂
濤
条
文
の
書
き
様
と
云
う
外
形
的
系
統
論
よ
り
す
れ
ば
、
溝
原

本
系
統
な
る
枝
賢
本
・
永
正
十
七
年
本
と
錐
も
、
や
は
り
問
注
所
本

に
連
繋
が
あ
る
。
況
ん
や
、
已
述
の
如
く
、
溝
家
本
と
錐
も
鶴
岡

本
・
平
林
本
等
と
文
字
・
文
章
の
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
浩

家
本
と
難
竜
式
目
原
本
と
無
関
係
で
は
な
い
コ
清
家
本
が
画
の
形
式

を
採
り
、
薩
抄
以
下
四
本
に
云
わ
な
い
新
形
式
で
あ
る
こ
と
は
、
内

容
論
に
於
い
て
「
財
物
・
志
孝
」
に
変
改
す
る
の
に
通
じ
、
清
家
本

の
形
成
を
示
す
一
指
標
と
な
る
。
ま
た
、
浩
家
系
の
式
匿
註
釈
書
が

式
濤
の
「
大
い
さ
、
書
き
様
」
の
外
形
を
云
わ
な
い
の
は
、
斯
る
こ

と
が
式
疑
註
釈
学
に
於
い
て
重
要
で
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
0
の
形
式
は
東
洋
文
庫
本
貞
永
式
匿
の
記
述
に
従
え
ば
、
　
「
世
間

普
通
」
の
形
式
で
あ
る
が
、
蔵
抄
に
従
え
ば
関
東
問
注
所
本
（
町
野

本
）
の
形
式
で
あ
る
。
世
間
普
通
と
云
う
の
は
「
流
布
」
と
同
じ
で
、

宣
抄
に
云
う
田
本
、
俗
本
で
、
読
本
は
古
い
本
で
、
も
と
の
形
を
存
す

る
式
製
本
本
来
の
形
式
を
云
う
と
す
れ
ば
、
町
野
家
本
の
形
式
と
し

て
も
よ
い
と
も
云
え
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
多
く
の
式
目
古
写
本
は
、

そ
の
形
式
に
於
い
て
も
、
何
れ
鹿
町
野
家
保
管
の
問
注
所
証
本
に
拠

っ
た
と
云
え
る
。
更
に
、
㈱
の
形
式
は
明
応
七
年
本
の
み
で
、
こ
れ

は
e
～
㈱
の
何
れ
に
も
属
し
な
い
新
形
式
で
あ
る
か
ら
、
外
形
論
か

ら
し
て
も
、
明
応
七
年
本
が
（
臓
物
．
忠
孝
．
沙
汰
来
に
作
る
）
問
注

所
本
系
統
（
臓
物
・
忠
孝
・
沙
汰
出
来
に
作
る
）
よ
り
、
清
家
本
系
肌
統
へ

移
る
媒
介
的
存
在
で
あ
る
と
す
る
佐
藤
廿
才
を
立
証
す
る
こ
と
に
な

る
。

む
　
　
す
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

已
に
先
学
の
立
派
な
研
究
も
あ
る
が
、
私
は
式
目
並
に
そ
の
註
釈
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書
の
古
写
本
・
古
刊
本
を
調
査
し
、
内
容
・
外
形
の
両
面
か
ら
式
麟

原
本
の
復
元
の
仕
方
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
何
等
の
成
果
を
あ
げ

得
な
か
っ
た
。
筆
写
を
唯
一
の
藤
本
の
手
段
と
せ
る
時
代
で
は
、
印

嗣
本
の
羅
臼
と
異
り
、
全
然
同
一
の
本
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
諸
本
中
よ
り
同
一
系
統
本
の
伝
本
系
統
を
さ
ぐ
り
、
そ
の
療
本

に
遡
る
方
法
を
と
る
か
、
或
は
椎
本
と
獲
す
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
、

そ
の
系
統
本
伝
流
の
あ
と
を
た
ず
ね
る
方
法
を
と
る
か
す
る
外
な
い
。

こ
の
場
合
諸
本
中
の
最
韓
本
を
選
ん
で
そ
れ
を
基
本
と
し
、
諸
本
と

対
校
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
。
佐
藤
茂
の
「
中
法
一
」
「
校
本
御
成

敗
式
目
」
が
鶴
岡
本
を
式
目
．
原
文
調
査
の
基
本
と
し
た
の
は
故
な
し

と
し
な
い
。
私
も
こ
れ
に
倣
っ
た
心
而
し
て
、
式
目
註
釈
書
中
に
は

式
難
原
本
の
保
管
者
、
形
態
、
主
要
字
句
に
就
い
て
述
べ
た
も
の
が

あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
私
は
問
注
所
執
電
三
明
野
家
保
管
本
が
式

目
原
本
で
あ
る
と
推
定
し
、
そ
の
伝
流
を
辿
っ
て
、
八
幡
宮
別
当
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
）

本
（
別
当
御
坊
不
出
秘
本
）
↓
安
保
本
↓
関
東
躍
録
殿
流
ノ
本
↓
茎
長

本
↓
藤
二
本
↓
盧
抄
↓
敦
注
（
同
系
略
本
略
之
）
が
、
式
日
原
本
の
流

れ
を
汲
む
も
の
と
し
、
更
に
、
起
請
文
署
判
者
や
奉
行
家
に
・
伝
襲

せ
睡
り
れ
野
旬
本
、
　
泰
繋
げ
か
山
ハ
波
羅
○
　
璽
時
に
送
h
ソ
し
武
雪
意
（
六
波
…
譲

本
）
そ
の
系
統
を
引
く
御
家
人
・
地
頭
所
持
本
は
何
れ
竜
式
召
原
本

と
同
位
の
本
、
ま
た
は
、
そ
の
流
を
汲
む
も
の
で
あ
る
と
し
、
浩
家

本
系
統
と
難
も
「
財
物
・
志
孝
」
を
除
け
ば
式
目
原
本
た
る
問
注
所

証
太
・
と
無
関
係
で
な
い
。
煙
火
原
文
の
復
元
に
役
立
つ
所
が
あ
れ
ば

採
る
べ
き
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
ま
た
、
式
目
註
釈
書
に
は
式
目
の

「
書
き
様
」
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
こ
の
「
書
き
様
」
が
式
目
原
本

の
研
究
に
ど
れ
だ
け
役
立
つ
か
は
疑
わ
し
い
が
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

云
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
調
べ
た
。
説
く
所
、

多
岐
に
亙
り
論
旨
甚
だ
不
徹
底
で
糧
漏
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
諸

彦
の
御
教
え
を
仰
い
で
、
今
後
の
調
査
に
資
し
た
い
。

①
植
木
直
一
郎
『
御
成
敗
式
目
研
究
』

こ
の
小
君
を
終
る
に
当
り
、
東
京
大
学
附
…
属
図
書
館
を
始
め
、
所
蔵
看
各

僚
の
御
好
意
に
よ
り
、
嵐
只
重
図
書
の
閲
覧
や
、
マ
イ
ク
p
写
真
を
と
る
こ

と
に
つ
き
、
御
㏄
便
笠
、
御
瓢
倒
置
を
頂
い
た
こ
と
を
深
く
感
謝
す
る
と
同
貯

に
、
永
年
楡
る
こ
と
な
く
研
究
を
御
指
導
下
さ
れ
る
牧
先
生
と
種
々
御
示

教
頂
い
た
東
京
大
学
助
教
授
佐
藤
進
一
氏
に
謹
ん
で
郷
礼
を
串
上
げ
る
。
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A　Study　of　the　Original　Text
‘‘

foseibaishifeimofeu御成敗式目”

　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　Yoshisuke　lkeuchi

　　1　inquired　into　some　30　old　manuscripts　and　publications　of

“Shikimoku　Chashaleu－sho”式目註釈書（annotated　editions　of　samurai

precepts三n　the　KamafeasM鎖民倉Shogunate），　and．having　almost愈

nished　the　investigation，　1　reported　its　results’last　autumn．to　the

graduate　meeting　of　Japanese　History　Dept．　of　the　Kyoto　URiver－

sity．

　　These　annotated　eclitions　of　Samurai　precepts　state　that　each

magistrate　had　Kahon家本or　his　own　traditional　precept，　who

the　custodian　of　the　precept　was，　the　size　of　the　precepts　and

the　style　of　writing　were　respectively　defined　by　each　magistrate

and　that　the　words　which　were　ditiferent　from　other　precepts

were　even　aBnetated．　1　presumed　that　“Monchfisho　Sho”hon　B，ljiE｝1

所証本was　the　original　text　of　these　precepts　and　tried　to　syst②

matize　the　channels　of　transcription．　Using　the　Tsrttgablea　edi－

tion　as　a　text，　1　compared　and　studied　respective　relation　of　70

words　and　phrases　quoted　in　supplementary　notes　of　“Chi2sei

砺s擁S勧ツ6s履中世法制史料集Vo1．1”by　Mr．　Shinichi　Sat6，佐藤

進一assistant　professor　of　the　Tokyo　University，　one　by　one

among　34　old　manuscxipts　and　publications．　1　also　studied　external

characteristics　such　as　the　size　of　the　precepts　and　the　style　of

writing　to　which　little　attention　had　been　paid，　since　external

characteristics　would　be　helpful　f’or　the　study　of　the’original　text

of　the　precepts．

The　Development　of　early　Tosa土佐Clan　Govemment

　　　　　　　　　and　the　Role　of　G∂shi郷士　system

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tanehiro　lshiodori

G6shi郷士　system　has　been　understood　as　a　cohciliatory　mea一

（640）


